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2025年春採用に向けた主な支援プログラム（3年次生・大学院1年次生対象）

広報
解禁

●キャリア
ガイダンス

4月 5月
2023年 2024年

サマーインターン オータム＆ウィンターインターン

●就職
ガイダンス

●就職
ガイダンス

●自己分析セミナー

●仕事研究セミナー

●エントリーシートセミナー

●面接セミナー

●自己分析セミナー

●仕事研究セミナー

●エントリーシートセミナー

●面接セミナー

1クール目
サマーインターンに向けた準備

2クール目
オータム＆ウィンターイン
ターンに向けた準備

3クール目

本選考に向けた準備

●エントリーシートワークショップ
●面接ワークショップ
●グループディスカッションワークショップ

●業界研究セミナー

●グループディスカッションセミナー

同志社生限定インターンシップ・仕事研究プログラム

個別相談（予約制 ※相談方法は対面・Web・電話から選択できます）

●エントリーシートワークショップ
●面接ワークショップ
●グループディスカッション
ワークショップ

●業界研究セミナー

●内定を持つ先輩との座談会 ●内定を持つ先輩との座談会

●学内企業説明会

●エントリーシートワークショップ

●面接ワークショップ

●グループディスカッションワークショップ

ガイダンス

セミナー
（自分を知る）

ワークショップ
（実践講座）

仕事研究

その他

●筆記試験対策セミナー

●公務員・公立学校教員
業務説明会

●公務員・公立学校
教員採用説明会

●グループディスカッション
セミナー

●筆記試験対策セミナー

●都道府県別U・Iターンセミナー
●公務員・公立学校教員業務説明会

●OB・OG交流会
●グローバルキャリアフェア

●理系対象就職ガイダンス
●障がい学生対象就職ガイダンス

●留学生対象就職ガイダンス

●インターンシップ等に向けての企業セミナー

3月

●自己分析セミナー

●仕事研究セミナー

●エントリーシートセミナー

●面接セミナー

●筆記試験対策セミナー

●グループディスカッションセミナー

●企業セミナー
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2022年度 就職状況
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2
2
年
度
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職
率
は
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・
8
%（
学
部
・

研
究
科
合
計
）と
な
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
採
用
意

欲
の
停
滞
か
ら
の
反
動
で
、回
復
傾
向
が
見
ら
れ

ま
し
た
。多
く
の
企
業
で
は
、競
争
が
一
層
激
化
す

る
環
境
下
で
、将
来
の
コ
ア
と
な
る
人
材
を
確
保

し
よ
う
と
す
る
厳
選
採
用
の
姿
勢
が
堅
持
さ
れ
、

採
用
基
準
を
緩
和
せ
ず
に
、採
用
予
定
人
数
を
充

足
し
な
い
ま
ま
採
用
活
動
を
終
了
す
る
企
業
も
あ

り
ま
し
た
。一
方
、一
部
の
学
生
に
内
定
が
集
中
し

た
結
果
、内
定
辞
退
が
想
定
以
上
に
発
生
す
る
な

ど
、採
用
予
定
人
数
を
確
保
で
き
ず
、夏
以
降
も
採

用
活
動
を
継
続
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、企
業
の
動

き
は
一
層
多
様
化
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、こ
れ
ま
で
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上
に
、変
化
に
柔
軟
に
対
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し
、自
ら
考
え
行
動
で
き
る
自
立
し
た
学
生
が
求
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ら
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
自
身
が
納
得
で
き
る

キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、勉
強
や
サ
ー

ク
ル
な
ど
、今
で
き
る
こ
と
に
本
気
で
取
り
組
み
、

充
実
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を
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し
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ッ
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や
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リ
ア
セ
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ー
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ロ
グ
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ム
を

通
じ
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社
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動
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と
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と
が
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データでみる同大生の

■ 業種別内定状況

文系学部・研究科 女子（人） 理系学部・研究科（人）

503
（23.9%）

229
（10.9%）

285
（13.5%）

308
（14.6%）

324
（15.4%）

 386
（18.3%）

71
（3.4%）

文系学部・研究科 男子（人）

570
（26.9%）

197
（9.3%）

298
（14.0%）

330 
（15.6%）

318
（15.0%）

364
（17.2%）

44 
（2.1%）

144
（20.3%）

70
（9.9%）

60（8.5%）

395
（55.7 %）

21（3.0%）

4
（0.6%）

15（2.1%）
メーカー
流通
金融
マスコミ・
情報通信
教育・学習支援
サービス
公共・その他

■ 従業員規模別就職状況

645
（30.4%）

290
（13.7%）

191
（9.0%）

291
（13.7%）

222
（10.5%）

482
（22.7%） 277

（13.2%）

238
（11.3%）

482
（22.9%）

295
（14.0%）

267
（12.7%）

547
（26.0%）

48
（6.8%）

62
（8.7%） 315

（44.4%）

74
（10.4%）

14
（2.0%）

196 
（27.6%）

キャリアセンター
年間プログラム

　キャリアセンターの支援プログラムが
本格的に始まるのは3年次生の春から
です。コアプログラムは「ガイダンス」・
「セミナー」・「ワークショップ」を1セット
とし、年間3セット実施します。それらの
プログラム以外に、公務員志望者向けの
プログラムや、内定を持つ先輩学生との
交流会などを開催しています。就職活動
は、学業や部活動と就職活動をいかに
両立させるかがポイントです。自身のスケ
ジュールとキャリアセンターのプログラム
日程を確認しながら、計画的に就職活動
を進めましょう！

スタートは3年次生の春から！

■ 就職者数上位30位　会社名と人数

文系 理系

※企業・団体名は2023年3月31日現在の名称を記載しています。

国家公務員（一般職）
東京海上日動火災保険株式会社
楽天グループ株式会社
三井住友信託銀行株式会社
株式会社村田製作所
株式会社京都銀行
株式会社ニトリ
国税専門官
住友生命保険相互会社
日本生命保険相互会社
京都市
京セラ株式会社
株式会社キーエンス
京都中央信用金庫
株式会社滋賀銀行
積水ハウス株式会社
株式会社リクルート
ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社

63
43
33
31
29
26
21
20
20
20
19
18
15
15
15
15
15
14

14
14
14
14
13
13
13
13
13
12
12
12

京都府
大和証券株式会社
富士通株式会社
みずほフィナンシャルグループ
第一生命保険株式会社
大和ハウス工業株式会社
パナソニック株式会社
みずほ証券株式会社
株式会社三井住友銀行
大阪市
日本電気株式会社
三菱電機株式会社

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ
ダイキン工業株式会社
富士通株式会社
京セラ株式会社
トヨタ自動車株式会社
株式会社日立製作所
株式会社クボタ
株式会社村田製作所
ローム株式会社
株式会社ＮＴＴドコモ
株式会社小松製作所
日本アイ・ビー・エム株式会社
本田技研工業株式会社
パナソニック株式会社
株式会社デンソー
パナソニック インダストリー株式会社
アクセンチュア株式会社
関西電力株式会社

17
13
13
12
12
9
8
8
8
7
7
7
7
7
6
6
5
5

5
5
5
5
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

株式会社豊田自動織機
西日本旅客鉄道株式会社
株式会社野村総合研究所
ヤフー株式会社
ＡＧＣ株式会社
株式会社大林組
川崎重工業株式会社
キヤノン株式会社
シャープ株式会社
株式会社島津製作所
株式会社電通国際情報サービス
日産自動車株式会社
ニチコン株式会社
北陸電力株式会社
パナソニック エナジー株式会社
三菱電機株式会社
三菱重工業株式会社

キャリアセンターWebサイトで情報収集できます!

　キャリアセンターが開催する
プログラム情報や個別相談の利用
方法、OB・OG情報の閲覧方法
など就職活動に関する情報をお知
らせしています。1年次生から参加
できるプログラムもあります。就職
活動を考えている方はもちろん、
将来を考えるきっかけがほしい方
もぜひ利用してください。

同志社大学限定の求人情報を見ることができます！

　｢求人・インターンシップ情報検索サイト｣には、企業・
団体から届いたインターンシップや求人の情報を掲載
しています。情報検索時に｢募集校限定求人｣の条件を
設定することで、｢特に同志社大学の学生を採用したい｣
と考えている企業の求人情報を見ることができます。
ぜひご利用ください。

求人・インターンシップ
情報検索サイト

　キャリアコンサルタントの資格を持つアドバイザーや同志社大学職員に、
自身のキャリアやインターンシップ、就職に関する相談をすることができます。
1年次生から利用可能です。「就職活動の流れが知りたい」、「自分の強みが
分からない」といった相談もOKです。気軽な気持ちで利用してください。
　予約方法等の詳細はキャリアセンターWebサイトの「個別相談の利用」で
お知らせしています。

「予約制」、「就職相談」と身構えずに気軽に利用を

個別相談（予約制）を利用しよう！

【Webサイトに掲載している主な内容】
●キャリアセンター利用案内　●個別相談利用方法
●OB・OG訪問情報の閲覧方法　●プログラム案内　
●証明書・履歴書　●就職統計情報

文系学部・研究科 男子（人） 文系学部・研究科 女子（人） 理系学部・研究科（人）

注：  巨大企業＝従業員5,000人以上
      大企業Ａ＝1,000人以上
      大企業B＝500人以上
      中企業＝100人以上   
      小企業＝100人未満             

※率（％）は小数点第2位を四捨五入している
ため、合計が100％にならない場合がある。
※各種学校、非営利団体、宗教法人、医療・
保健、介護事業、公務員などの業種は全て
その他に含まれます。
※データは2022年度確定数です。

※率（％）は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合がある。

巨大企業
大企業A
大企業B

中企業
小企業
その他
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14
14
14
14
13
13
13
13
13
12
12
12

京都府
大和証券株式会社
富士通株式会社
みずほフィナンシャルグループ
第一生命保険株式会社
大和ハウス工業株式会社
パナソニック株式会社
みずほ証券株式会社
株式会社三井住友銀行
大阪市
日本電気株式会社
三菱電機株式会社

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ
ダイキン工業株式会社
富士通株式会社
京セラ株式会社
トヨタ自動車株式会社
株式会社日立製作所
株式会社クボタ
株式会社村田製作所
ローム株式会社
株式会社ＮＴＴドコモ
株式会社小松製作所
日本アイ・ビー・エム株式会社
本田技研工業株式会社
パナソニック株式会社
株式会社デンソー
パナソニック インダストリー株式会社
アクセンチュア株式会社
関西電力株式会社

17
13
13
12
12
9
8
8
8
7
7
7
7
7
6
6
5
5

5
5
5
5
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

株式会社豊田自動織機
西日本旅客鉄道株式会社
株式会社野村総合研究所
ヤフー株式会社
ＡＧＣ株式会社
株式会社大林組
川崎重工業株式会社
キヤノン株式会社
シャープ株式会社
株式会社島津製作所
株式会社電通国際情報サービス
日産自動車株式会社
ニチコン株式会社
北陸電力株式会社
パナソニック エナジー株式会社
三菱電機株式会社
三菱重工業株式会社

キャリアセンターWebサイトで情報収集できます!

　キャリアセンターが開催する
プログラム情報や個別相談の利用
方法、OB・OG情報の閲覧方法
など就職活動に関する情報をお知
らせしています。1年次生から参加
できるプログラムもあります。就職
活動を考えている方はもちろん、
将来を考えるきっかけがほしい方
もぜひ利用してください。

同志社大学限定の求人情報を見ることができます！

　｢求人・インターンシップ情報検索サイト｣には、企業・
団体から届いたインターンシップや求人の情報を掲載
しています。情報検索時に｢募集校限定求人｣の条件を
設定することで、｢特に同志社大学の学生を採用したい｣
と考えている企業の求人情報を見ることができます。
ぜひご利用ください。

求人・インターンシップ
情報検索サイト

　キャリアコンサルタントの資格を持つアドバイザーや同志社大学職員に、
自身のキャリアやインターンシップ、就職に関する相談をすることができます。
1年次生から利用可能です。「就職活動の流れが知りたい」、「自分の強みが
分からない」といった相談もOKです。気軽な気持ちで利用してください。
　予約方法等の詳細はキャリアセンターWebサイトの「個別相談の利用」で
お知らせしています。

「予約制」、「就職相談」と身構えずに気軽に利用を

個別相談（予約制）を利用しよう！

【Webサイトに掲載している主な内容】
●キャリアセンター利用案内　●個別相談利用方法
●OB・OG訪問情報の閲覧方法　●プログラム案内　
●証明書・履歴書　●就職統計情報

文系学部・研究科 男子（人） 文系学部・研究科 女子（人） 理系学部・研究科（人）

注：  巨大企業＝従業員5,000人以上
      大企業Ａ＝1,000人以上
      大企業B＝500人以上
      中企業＝100人以上   
      小企業＝100人未満             

※率（％）は小数点第2位を四捨五入している
ため、合計が100％にならない場合がある。
※各種学校、非営利団体、宗教法人、医療・
保健、介護事業、公務員などの業種は全て
その他に含まれます。
※データは2022年度確定数です。

※率（％）は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合がある。

巨大企業
大企業A
大企業B

中企業
小企業
その他
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特別収支Ⅲ.

基本金組入額および収支差額Ⅳ.

企画広報・管理運営
Webサイトリニューアル
教務システム改修
同志社大学ポータル改修（安否確認システム）
学費収納方法多角化（クレジットカード等導入）対応

　2022年度大学決算は、2023年5月11日開催の大学予算委員会及び大学評議
会、5月27日開催の法人理事会で承認されました。
　2022年度は、施設設備整備について、今出川校地においては、新図書館改築等
工事及び早急に対応する必要がある各建物の耐震化対策の一環としての寧静館
及び新創館の改築工事を実施しました。また、京田辺校地においては、トイレ改修工
事や体育施設整備を実施し、学生生活のアメニティ向上を図りました。
　教学面では、教室のマルチメディア環境整備、授業動画配信のためのストリーミ
ングメディアシステムのリプレース、インフラ系情報システムのリプレース等による情
報環境の充実により、対面授業とネット配信授業それぞれの利点を学生が最大限
享受できる環境の整備を重点的に進めました。
　2018年度から進めている「ALL DOSHISHA教育推進プログラム」では、学部
及び研究科が提案する質の高い教育プログラムから得られた様々な教育効果を改
めて分析・共有し、本学の教育研究力の向上に役立て、次代の人物を養成するプロ
グラムの新たな構築を進めています。また、科学技術が高度に発達した現代社会に
おいて、文系理系を問わず全学生に必要な教養教育として、「同志社データサイエ
ンス・AI教育プログラム（DDASH）」を開始しました。さらに、これまでの英語教育の
伝統をさらに発展させ、習熟度別クラス編成の拡充、少人数クラス体制など、多様
化する学生のニーズにフレキシブルに対応し、自律した外国語学習者を育てるた
め、外国語教育科目（英語）のカリキュラムを刷新しました。　
　研究面では、産官学連携を基軸にしたオープンイノベーションによる教育、研究及
び研究成果の社会実装の推進を目的として設置した「カーボンリサイクル教育研究
プラットフォーム」の事業推進に向け、同志社大学カーボンリサイクル技術フォーラム
を発足させ、参加企業と社会実装に向けた情報交換、技術検討を開始しました。ま
た、All Doshisha Research Model 2025「“諸君ヨ、人一人ハ大切ナリ”同志社
大学SDGs研究」を立ち上げ、SDGs 達成のための研究課題を支援することによ
り、SDGs に取り組む「同志社」を国内外に発信するプロジェクトを開始しました。
　学生支援面では、障がい学生に対する修学支援として、音声をリアルタイムに表示
するシステムを両校地のスチューデントダイバーシティ・アクセシビリティ支援室および
ラーニング・コモンズに設置し、情報保障の整備に係る据置型音声通訳システムに関
する実証実験を実施しました。また、学生生活全般に対応するAIによるチャットボット
相談ページを開設し、カウンセリング体制の充実を図る取り組みを実施しました。

　そのほか、「同志社大学ビジョン2025」を推進すべく、「同志社大学 2025 ALL 
DOSHISHA 募金」を継続して実施しました。この募金は、ビジョンに掲げる事業推進
をはじめ、奨学事業、課外活動支援、施設設備整備等幅広い事業を対象としており、
本学に関わる全てのステークホルダーに本学の教育・研究活動のさらなる充実・発
展に向けての支援をお願いするもので、2025年末まで継続的に実施する予定です。
　以上の通り、2022年度もこれまで同様、教育、研究、学生支援、施設設備整備の
各方面に亘り、必要となる財政的支援を重点的かつ効果的に行いました。収入面で
は、学生生徒等納付金、手数料、寄付金、付随事業収入の増収により、予算よりも大
幅な増収となり、支出面においては、電気料金及びガス料金の著しい高騰等により
予算と比較してやや増加しました。
　以下、事業活動収支計算書に基づき主な収支の内容について説明します。

学生生徒等納付金は332億円で、事業活動収入に占める割合は約78%と大きな比
重を占めています。
手数料は18億円で入学検定料が主なものです。
寄付金は5億円で、同志社大学2025 ALL DOSHISHA募金、研究助成への奨学
寄付金、寄付教育研究プロジェクトなど教育研究活動への寄付金を受入れました。
経常費等補助金は37億円で、国庫補助金が主なものです。この大部分を占めるの
が私立大学等経常費補助金で、一般補助22億円、特別補助3億円を受入れた他、
授業料等減免費交付金として11億円を受入れています。その他の国庫補助金で
は、博士後期課程学生による挑戦的・融合的な研究を支援し、優秀な博士人材の
育成、能力開発を目的とした次世代研究者挑戦的研究プログラム助成金などを受
入れました。
付随事業収入は10億円で、企業からの共同研究費・受託研究費などの受託事業
収入、学生寮の寮費などの補助活動収入が主なものです。
雑収入は11億円で、私立大学退職金財団からの交付金収入や施設設備利用料収
入が主なものです。
繰出金は、法人内各学校からの資金調達額の返済額が主なものです。
分担金は2億円で、法人業務に係る法人内各学校の負担分です。
教育活動収入計は415億円で、予算に対して9億円の増額となりました。
人件費は214億円で、事業活動収入に対して約50%となりました。
教育研究経費は163億円で、経常的な教育研究活動に要した経費です。
管理経費は19億円で、大学の維持管理に要した経費です。
その他の支出を加えた教育活動支出計は397億円となり、予算に対して2億円の増
加となりました。
学校法人の本業である教育研究事業の収支である、教育活動収支は、18億円の
収入超過です。

教育活動外収支は、主に財務活動の収支区分で、受取利息・配当金の計上等
により、3億円の収入超過です。
教育活動収支差額と教育活動外収支差額を合わせた経常収支は21億円の収
入超過です。

用 語 解 説

■ 事業活動収支計算書
学校法人会計基準において学校法人に作成が求められている計算書類の一つで、
当該年度の事業活動における収入と支出の内容とその均衡状況を表すものです。
■ 事業活動収入
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の収入
の部を合計したものです。当該年度の収入のうち、学校法人の負債とならな
い収入をいいます。したがって借入金、前受金、預り金などは含まれません。
■ 事業活動支出
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の支出
の部と予備費を合計したものです。人件費、物件費、減価償却額など当該年
度に消費する支出です。
■ 基本金     
基本金は、学校法人の活動計画に基づき必要となる資産を事業活動収入から
組入れて継続的に保持するもので、自己資金により取得した固定資産の価額に
対応する第１号基本金、将来取得する固定資産に充てるための第２号基本金、
運用果実により教育研究活動を進めるための基金である第３号基本金、恒常的
に保持すべき運転資金である第４号基本金から成ります。事業活動収支計算書
では、当年度に組入れる額が「基本金組入額合計」で表示されています。

特別収支は、特殊な要因によって一時的に発生した臨時的な事業活動収入及
び事業活動支出で、7億円の収入超過です。施設設備に係る寄付金及び補助
金、現物寄付、法人内資金調達に係る貸付額及び返済額、本年度除却の固定
資産に係る資産処分差額並びに過年度修正額が該当します。

基本金組入前当年度収支差額は27億円の収入超過となります。
基本金組入額は学校法人がその諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に
保持するために組み入れる額で、20億円を組み入れます。今後の資産取得に向
けての第2号基本金の組入れが主なものです。
基本金組入前当年度収支差額から基本金組入額を控除した当年度収支差額は
8億円の収入超過となります。
支出準備金取崩額は11億円で、使途が特定された準備金の取崩額などです。
支出準備金繰入額は14億円で、使途特定寄付金、研究費および大規模建設事
業などの予算繰越額を決算において繰り入れたものです。
基本金取崩額は18億円で、固定資産取得価額を上回る除却分です。
当年度収支差額に支出準備金取崩、繰入、基本金取崩額を加えた調整後当年
度収支差額は、23億円の収入超過となります。
なお、累積収支差額として280億円の支出超過額を翌年度に繰り越すこととなります。

■ 2022年度 事業活動収支計算書　2022年4月1日から2023年3月31日まで

2023年度大学予算は、3月2日開催の予算委員会および大学評議会、3月25日開催の法人評議会、理事会で承認、決定されました。
主な事業は以下のとおりで、詳細な予算額については2023年度事業活動収支予算書のとおりです。

教育研究の充実
教室等マルチメディア環境整備
赤ちゃん学研究センターの共同利用・共同研究拠点化
Comm 5.0ーAI・データサイエンス副専攻プログラム
社会連携推進と大学院生へのキャリア形成支援

建設事業
寧静館・新創館改築等工事
京田辺キャンパス教室等改修工事
今出川新図書館改築等工事
スポーツ・コンプレックス事業
京田辺キャンパス体育施設整備

学生生活支援の充実
キャリア支援に関するオンラインブース設置
学生相談AIチャットボット運用
体育会向けコンプライアンス講習会実施

■ 2023年度 事業活動収支予算書　2023年4月1日から2024年3月31日まで

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

32,454,690
1,662,800
310,800
3,599,590
968,270
1,213,820

0
185,850

40,395,820

32,661,810
1,662,800
313,080
3,753,800
956,020
1,074,430

0
154,370

40,576,310

△ 207,120
0

△ 2,280
△ 154,210

12,250
139,390

0
31,480

△ 180,490

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,525,080
16,005,240
1,960,580
15,680

0
39,506,580
889,240

21,477,900
16,198,380
1,792,890
19,200

0
39,488,370
1,087,940

47,180
△ 193,140
167,690
△ 3,520

0
18,210

△ 198,700

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

221,410
440
4,570

226,420

159,710
440
5,600

165,750

61,700
0

△ 1,030
60,670

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

226,420
1,115,660

0
0
0
0

165,750
1,253,690

0
0
0
0

60,670
△ 138,030経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

増　減

増　減

増　減

増　減

科　目

科　目

科　目

科　目

41,332,060
39,748,370

42,498,043
39,751,462

△ 1,165,983
△ 3,092

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
240,000
350,000
590,000

0
364,191
350,000
714,191

0
△ 124,191

0
△ 124,191

0
0
0
0

590,000
260,000
1,583,690

△ 2,104,200
△ 520,510
760,500

△ 563,450
346,690
23,230

△ 30,183,700
△ 30,160,470

21,496
37,932

0
59,428
654,763

2,746,581
△ 1,996,100

750,481
1,135,980

△ 1,410,175
1,776,483
2,252,769

△ 30,183,696
△ 27,930,927

△ 21,496
△ 37,932

0
△ 59,428
△ 64,763
260,000

△ 1,162,891
△ 108,100
△ 1,270,991
△ 375,480
846,725

△ 1,429,793
△ 2,229,539

△ 4
△ 2,229,543

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 決　算 差　異

予　算 決　算 差　異

科　目

科　目

（単位：千円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

32,661,810
1,662,800
313,080
3,753,800
956,020
1,074,430

0
154,370

40,576,310

33,214,214
1,779,797
478,828
3,723,704
1,036,130
1,054,972

1,761
166,400

41,455,806

△ 552,404
△ 116,997
△ 165,748

30,096
△ 80,110
19,458
△ 1,761
△ 12,030
△ 879,496

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,477,900
16,198,380
1,792,890
19,200

0
39,488,370
1,087,940

21,428,717
16,316,311
1,904,911
28,859
12,198

39,690,996
1,764,810

49,183
△ 117,931
△ 112,021
△ 9,659
△ 12,198
△ 202,626
△ 676,870

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

159,710
440
5,600

165,750

322,913
0

5,133
328,046

△ 163,203
440
467

△ 162,296

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

165,750
1,253,690

0
0

1,038
1,038

327,008
2,091,818

0
0

△ 1,038
△ 1,038

△ 161,258
△ 838,128経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

決　算

決　算

決　算

決　算

差　異

差　異

差　異

差　異

科　目

科　目

科　目

科　目

41,042,240
39,925,190

41,332,060
39,748,370

△ 289,820
176,820

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
200,000
220,000
420,000

0
240,000
350,000
590,000

0
△ 40,000
△ 130,000
△ 170,000

168,610
0
0

168,610
251,390
250,000
1,117,050

△ 2,169,600
△ 1,052,550

430,900
△ 620,970
594,890

△ 647,730
△ 27,930,930
△ 28,578,660

0
0
0
0

590,000
260,000
1,583,690

△ 2,104,200
△ 520,510
760,500

△ 563,450
346,690
23,230

△ 30,183,700
△ 30,160,470

168,610
0
0

168,610
△ 338,610
△ 10,000
△ 466,640
△ 65,400
△ 532,040
△ 329,600
△ 57,520
248,200

△ 670,960
2,252,770
1,581,810

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 前年度予算 増　減

予　算 前年度予算 増　減

科　目

科　目

（単位：千円）

大学決算について2022年度

2023年度

財務部 経理課

2023
JulyINFORMATION 2

教育活動収支Ⅰ. 教育活動外収支Ⅱ.

大学予算について

（単位：千円）

（単位：千円）
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特別収支Ⅲ.

基本金組入額および収支差額Ⅳ.

企画広報・管理運営
Webサイトリニューアル
教務システム改修
同志社大学ポータル改修（安否確認システム）
学費収納方法多角化（クレジットカード等導入）対応

　2022年度大学決算は、2023年5月11日開催の大学予算委員会及び大学評議
会、5月27日開催の法人理事会で承認されました。
　2022年度は、施設設備整備について、今出川校地においては、新図書館改築等
工事及び早急に対応する必要がある各建物の耐震化対策の一環としての寧静館
及び新創館の改築工事を実施しました。また、京田辺校地においては、トイレ改修工
事や体育施設整備を実施し、学生生活のアメニティ向上を図りました。
　教学面では、教室のマルチメディア環境整備、授業動画配信のためのストリーミ
ングメディアシステムのリプレース、インフラ系情報システムのリプレース等による情
報環境の充実により、対面授業とネット配信授業それぞれの利点を学生が最大限
享受できる環境の整備を重点的に進めました。
　2018年度から進めている「ALL DOSHISHA教育推進プログラム」では、学部
及び研究科が提案する質の高い教育プログラムから得られた様々な教育効果を改
めて分析・共有し、本学の教育研究力の向上に役立て、次代の人物を養成するプロ
グラムの新たな構築を進めています。また、科学技術が高度に発達した現代社会に
おいて、文系理系を問わず全学生に必要な教養教育として、「同志社データサイエ
ンス・AI教育プログラム（DDASH）」を開始しました。さらに、これまでの英語教育の
伝統をさらに発展させ、習熟度別クラス編成の拡充、少人数クラス体制など、多様
化する学生のニーズにフレキシブルに対応し、自律した外国語学習者を育てるた
め、外国語教育科目（英語）のカリキュラムを刷新しました。　
　研究面では、産官学連携を基軸にしたオープンイノベーションによる教育、研究及
び研究成果の社会実装の推進を目的として設置した「カーボンリサイクル教育研究
プラットフォーム」の事業推進に向け、同志社大学カーボンリサイクル技術フォーラム
を発足させ、参加企業と社会実装に向けた情報交換、技術検討を開始しました。ま
た、All Doshisha Research Model 2025「“諸君ヨ、人一人ハ大切ナリ”同志社
大学SDGs研究」を立ち上げ、SDGs 達成のための研究課題を支援することによ
り、SDGs に取り組む「同志社」を国内外に発信するプロジェクトを開始しました。
　学生支援面では、障がい学生に対する修学支援として、音声をリアルタイムに表示
するシステムを両校地のスチューデントダイバーシティ・アクセシビリティ支援室および
ラーニング・コモンズに設置し、情報保障の整備に係る据置型音声通訳システムに関
する実証実験を実施しました。また、学生生活全般に対応するAIによるチャットボット
相談ページを開設し、カウンセリング体制の充実を図る取り組みを実施しました。

　そのほか、「同志社大学ビジョン2025」を推進すべく、「同志社大学 2025 ALL 
DOSHISHA 募金」を継続して実施しました。この募金は、ビジョンに掲げる事業推進
をはじめ、奨学事業、課外活動支援、施設設備整備等幅広い事業を対象としており、
本学に関わる全てのステークホルダーに本学の教育・研究活動のさらなる充実・発
展に向けての支援をお願いするもので、2025年末まで継続的に実施する予定です。
　以上の通り、2022年度もこれまで同様、教育、研究、学生支援、施設設備整備の
各方面に亘り、必要となる財政的支援を重点的かつ効果的に行いました。収入面で
は、学生生徒等納付金、手数料、寄付金、付随事業収入の増収により、予算よりも大
幅な増収となり、支出面においては、電気料金及びガス料金の著しい高騰等により
予算と比較してやや増加しました。
　以下、事業活動収支計算書に基づき主な収支の内容について説明します。

学生生徒等納付金は332億円で、事業活動収入に占める割合は約78%と大きな比
重を占めています。
手数料は18億円で入学検定料が主なものです。
寄付金は5億円で、同志社大学2025 ALL DOSHISHA募金、研究助成への奨学
寄付金、寄付教育研究プロジェクトなど教育研究活動への寄付金を受入れました。
経常費等補助金は37億円で、国庫補助金が主なものです。この大部分を占めるの
が私立大学等経常費補助金で、一般補助22億円、特別補助3億円を受入れた他、
授業料等減免費交付金として11億円を受入れています。その他の国庫補助金で
は、博士後期課程学生による挑戦的・融合的な研究を支援し、優秀な博士人材の
育成、能力開発を目的とした次世代研究者挑戦的研究プログラム助成金などを受
入れました。
付随事業収入は10億円で、企業からの共同研究費・受託研究費などの受託事業
収入、学生寮の寮費などの補助活動収入が主なものです。
雑収入は11億円で、私立大学退職金財団からの交付金収入や施設設備利用料収
入が主なものです。
繰出金は、法人内各学校からの資金調達額の返済額が主なものです。
分担金は2億円で、法人業務に係る法人内各学校の負担分です。
教育活動収入計は415億円で、予算に対して9億円の増額となりました。
人件費は214億円で、事業活動収入に対して約50%となりました。
教育研究経費は163億円で、経常的な教育研究活動に要した経費です。
管理経費は19億円で、大学の維持管理に要した経費です。
その他の支出を加えた教育活動支出計は397億円となり、予算に対して2億円の増
加となりました。
学校法人の本業である教育研究事業の収支である、教育活動収支は、18億円の
収入超過です。

教育活動外収支は、主に財務活動の収支区分で、受取利息・配当金の計上等
により、3億円の収入超過です。
教育活動収支差額と教育活動外収支差額を合わせた経常収支は21億円の収
入超過です。

用 語 解 説

■ 事業活動収支計算書
学校法人会計基準において学校法人に作成が求められている計算書類の一つで、
当該年度の事業活動における収入と支出の内容とその均衡状況を表すものです。
■ 事業活動収入
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の収入
の部を合計したものです。当該年度の収入のうち、学校法人の負債とならな
い収入をいいます。したがって借入金、前受金、預り金などは含まれません。
■ 事業活動支出
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の支出
の部と予備費を合計したものです。人件費、物件費、減価償却額など当該年
度に消費する支出です。
■ 基本金     
基本金は、学校法人の活動計画に基づき必要となる資産を事業活動収入から
組入れて継続的に保持するもので、自己資金により取得した固定資産の価額に
対応する第１号基本金、将来取得する固定資産に充てるための第２号基本金、
運用果実により教育研究活動を進めるための基金である第３号基本金、恒常的
に保持すべき運転資金である第４号基本金から成ります。事業活動収支計算書
では、当年度に組入れる額が「基本金組入額合計」で表示されています。

特別収支は、特殊な要因によって一時的に発生した臨時的な事業活動収入及
び事業活動支出で、7億円の収入超過です。施設設備に係る寄付金及び補助
金、現物寄付、法人内資金調達に係る貸付額及び返済額、本年度除却の固定
資産に係る資産処分差額並びに過年度修正額が該当します。

基本金組入前当年度収支差額は27億円の収入超過となります。
基本金組入額は学校法人がその諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に
保持するために組み入れる額で、20億円を組み入れます。今後の資産取得に向
けての第2号基本金の組入れが主なものです。
基本金組入前当年度収支差額から基本金組入額を控除した当年度収支差額は
8億円の収入超過となります。
支出準備金取崩額は11億円で、使途が特定された準備金の取崩額などです。
支出準備金繰入額は14億円で、使途特定寄付金、研究費および大規模建設事
業などの予算繰越額を決算において繰り入れたものです。
基本金取崩額は18億円で、固定資産取得価額を上回る除却分です。
当年度収支差額に支出準備金取崩、繰入、基本金取崩額を加えた調整後当年
度収支差額は、23億円の収入超過となります。
なお、累積収支差額として280億円の支出超過額を翌年度に繰り越すこととなります。

■ 2022年度 事業活動収支計算書　2022年4月1日から2023年3月31日まで

2023年度大学予算は、3月2日開催の予算委員会および大学評議会、3月25日開催の法人評議会、理事会で承認、決定されました。
主な事業は以下のとおりで、詳細な予算額については2023年度事業活動収支予算書のとおりです。

教育研究の充実
教室等マルチメディア環境整備
赤ちゃん学研究センターの共同利用・共同研究拠点化
Comm 5.0ーAI・データサイエンス副専攻プログラム
社会連携推進と大学院生へのキャリア形成支援

建設事業
寧静館・新創館改築等工事
京田辺キャンパス教室等改修工事
今出川新図書館改築等工事
スポーツ・コンプレックス事業
京田辺キャンパス体育施設整備

学生生活支援の充実
キャリア支援に関するオンラインブース設置
学生相談AIチャットボット運用
体育会向けコンプライアンス講習会実施

■ 2023年度 事業活動収支予算書　2023年4月1日から2024年3月31日まで

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

32,454,690
1,662,800
310,800
3,599,590
968,270
1,213,820

0
185,850

40,395,820

32,661,810
1,662,800
313,080
3,753,800
956,020
1,074,430

0
154,370

40,576,310

△ 207,120
0

△ 2,280
△ 154,210

12,250
139,390

0
31,480

△ 180,490

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,525,080
16,005,240
1,960,580
15,680

0
39,506,580
889,240

21,477,900
16,198,380
1,792,890
19,200

0
39,488,370
1,087,940

47,180
△ 193,140
167,690
△ 3,520

0
18,210

△ 198,700

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

221,410
440
4,570

226,420

159,710
440
5,600

165,750

61,700
0

△ 1,030
60,670

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

226,420
1,115,660

0
0
0
0

165,750
1,253,690

0
0
0
0

60,670
△ 138,030経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

増　減

増　減

増　減

増　減

科　目

科　目

科　目

科　目

41,332,060
39,748,370

42,498,043
39,751,462

△ 1,165,983
△ 3,092

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
240,000
350,000
590,000

0
364,191
350,000
714,191

0
△ 124,191

0
△ 124,191

0
0
0
0

590,000
260,000
1,583,690

△ 2,104,200
△ 520,510
760,500

△ 563,450
346,690
23,230

△ 30,183,700
△ 30,160,470

21,496
37,932

0
59,428
654,763

2,746,581
△ 1,996,100

750,481
1,135,980

△ 1,410,175
1,776,483
2,252,769

△ 30,183,696
△ 27,930,927

△ 21,496
△ 37,932

0
△ 59,428
△ 64,763
260,000

△ 1,162,891
△ 108,100
△ 1,270,991
△ 375,480
846,725

△ 1,429,793
△ 2,229,539

△ 4
△ 2,229,543

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 決　算 差　異

予　算 決　算 差　異

科　目

科　目

（単位：千円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

32,661,810
1,662,800
313,080
3,753,800
956,020
1,074,430

0
154,370

40,576,310

33,214,214
1,779,797
478,828
3,723,704
1,036,130
1,054,972

1,761
166,400

41,455,806

△ 552,404
△ 116,997
△ 165,748

30,096
△ 80,110
19,458
△ 1,761
△ 12,030
△ 879,496

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,477,900
16,198,380
1,792,890
19,200

0
39,488,370
1,087,940

21,428,717
16,316,311
1,904,911
28,859
12,198

39,690,996
1,764,810

49,183
△ 117,931
△ 112,021
△ 9,659
△ 12,198
△ 202,626
△ 676,870

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

159,710
440
5,600

165,750

322,913
0

5,133
328,046

△ 163,203
440
467

△ 162,296

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

165,750
1,253,690

0
0

1,038
1,038

327,008
2,091,818

0
0

△ 1,038
△ 1,038

△ 161,258
△ 838,128経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

決　算

決　算

決　算

決　算

差　異

差　異

差　異

差　異

科　目

科　目

科　目

科　目

41,042,240
39,925,190

41,332,060
39,748,370

△ 289,820
176,820

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
200,000
220,000
420,000

0
240,000
350,000
590,000

0
△ 40,000
△ 130,000
△ 170,000

168,610
0
0

168,610
251,390
250,000
1,117,050

△ 2,169,600
△ 1,052,550

430,900
△ 620,970
594,890

△ 647,730
△ 27,930,930
△ 28,578,660

0
0
0
0

590,000
260,000
1,583,690

△ 2,104,200
△ 520,510
760,500

△ 563,450
346,690
23,230

△ 30,183,700
△ 30,160,470

168,610
0
0

168,610
△ 338,610
△ 10,000
△ 466,640
△ 65,400
△ 532,040
△ 329,600
△ 57,520
248,200

△ 670,960
2,252,770
1,581,810

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 前年度予算 増　減

予　算 前年度予算 増　減

科　目

科　目

（単位：千円）
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Seminars
learning objects of ［ ゼミで学ぶ 魅力を語る ］

幅広い領域の専攻から数多くのゼミがある本学。 

それぞれ、どんなことを学んでいるのか。 

ゼミ教員が、個性豊かなゼミの魅力を語ります。 

ゼ
ミ
は
学
生
が
創
る
も
の

　法
学
部
法
律
学
科
で
は
、事
例
問
題
や

判
例
を
も
と
に
議
論
を
し
て
い
る
ゼ
ミ

が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。私

の
ゼ
ミ
で
も
、二
年
次
演
習
で
は
、民
法

の
基
本
的
論
点
を
含
む
事
例
問
題
を
検

討
し
て
い
ま
す
。学
生
に
は
、ゼ
ミ
で
の

議
論
を
通
じ
て
、自
ら
調
査
し
、考
え
、発

言
し
、他
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
、議

論
を
組
み
立
て
る
能
力
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
の
ゼ
ミ
の
特
色
の
一
つ
は
、民
事
模

擬
裁
判
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

三
年
次
生
が
当
事
者（
本
人
）役・弁
護
士

（
代
理
人
）役
を
、四
年
次
生
が
裁
判
官
役

を
担
当
し
て
い
ま
す
。訴
状
・
答
弁
書
と

最
低
限
の
証
拠
等
は
最
初
に
渡
し
ま
す

が
、そ
の
先
の
活
動
は
す
べ
て
学
生
が
行

い
ま
す
。具
体
的
に
は
、ま
ず
、弁
護
士
役

が
、当
事
者
役
か
ら
事
実
関
係
を
聞
き
取

り
、証
拠
を
収
集
し
、準
備
書
面
を
作
成

し
ま
す
。そ
の
後
、模
擬
法
廷
で
尋
問
を

行
い
、和
解
を
試
み
、最
後
に
裁
判
官
役

が
判
決
を
作
成
し
ま
す
。模
擬
裁
判
を
実

施
す
る
主
な
狙
い
は
、普
段
学
ん
で
い
る

法
解
釈
が
実
際
の
事
件
で
ど
の
よ
う
に

生
か
さ
れ
う
る
の
か
を
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
に
あ
る
の
で
す
が
、学
生
の
主
体
的

な
取
り
組
み
を
促
す
と
い
う
点
で
も
意

義
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

法学部
教授

Nao Ogino

荻野 奈緒 ゼミ
おぎの なお

大
学
で
行
う
ペ
プ
チ
ド
創
薬

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、西
川
喜
代
孝
教
授
と

共
に
ペ
プ
チ
ド
創
薬
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。多
量
体
構
造
を
形
成
し
て
機
能
す

る
タ
ン
パ
ク
質
が
標
的
分
子
と
結
合
す

る
際
、多
価
対
多
価
の
相
互
作
用
を
す
る

と
非
常
に
高
い
親
和
性
で
両
者
が
結
合

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
相

互
作
用
は
、様
々
な
生
命
現
象
や
疾
患
の

発
症
に
関
与
し
て
お
り
、創
薬
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。私
達

は
、こ
の
相
互
作
用
を
阻
害
す
る
分
子
を

同
定
す
る
技
術
、多
価
型
ペ
プ
チ
ド
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
法
を
用
い
て
、腸
管
出
血
性
大

腸
菌
感
染
症
や
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

疾
患
の
治
療
に
役
立
つ
薬
剤
の
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　研
究
室
に
配
属
さ
れ
る
と
ま
ず
、個

別
の
テ
ー
マ
が
決
ま
る
の
で
、学
生
は

周
辺
の
勉
強
を
始
め
ま
す
。同
時
に
実

験
の
基
本
操
作
を
一
つ
ず
つ
習
得
し
ま

す
。教
員
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
な
が

ら
研
究
を
進
め
ま
す
が
、教
員
や
先
輩

と
の
議
論
を
通
じ
て
自
分
で
考
え
主
体

的
に
研
究
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
こ

生命医科学部
助教

Miho Takahashi

こ
の
研
究
室
の
魅
力
は
？

「
コ
ア
タ
イ
ム
が
あ
る
た
め
い
つ
も
全
員
い

て
議
論
や
質
問
が
し
や
す
い
」「
研
究
仲
間

が
い
る
の
で
や
る
気
が
で
る
」

ゼ
ミ
生
の
声（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）

荻
野
ゼ
ミ
の
特
色
は
？

「
好
奇
心
を
も
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
を
尊

重
し
、『
何
故
こ
う
な
る
の
か
』の
問
い
を
と

こ
と
ん
追
求
で
き
る
ゼ
ミ
」「
個
々
人
が
主

体
的
に
活
動
し
、活
発
な
議
論
を
通
し
て
、

自
ら
の
弱
点
を
共
有
す
る
こ
と
で
、よ
り
高

み
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
ゼ
ミ
」「
ゼ
ミ

生
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、設
問
に
対
し
て
深
い

理
解
が
得
ら
れ
る
ゼ
ミ
」「
自
主
性
を
尊
重

し
て
も
ら
え
て
、議
論
や
発
表
を
通
し
て
民

法
の
面
白
さ
、奥
深
さ
に
気
づ
け
る
ゼ
ミ
」

「
法
曹
志
望
者
や
大
学
院
進
学
希
望
者
が

多
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
お
互

い
に
高
め
あ
え
る
ゼ
ミ
」な
ど

ゼ
ミ
生
の
声（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）

髙橋 美帆 ゼミ
たかはし みほ

探
究
の
共
同
体

　小
川
ゼ
ミ
で
は
、主
に
つ
ぎ
の
二
つ

の
領
域
を
探
索
し
て
い
ま
す
。す
な
わ

ち
、人
間
の
あ
り
方
を
関
係
的
に
捉
え

る
倫
理
思
想
と
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
論
理
的
な
観
点
か
ら
究
明
す
る

哲
学
思
想
で
す
。現
在
、受
講
生
と
教

員
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、「
ケ
ア

の
観
点
か
ら
の
自
律
の
捉
え
直
し
」と

か「
道
徳
性
と
共
感
」と
か「
医
療
に
お

け
る
物
語
の
役
割
」と
い
っ
た
テ
ー
マ

で
す
。

　小
川
ゼ
ミ
の
運
営
方
針
は
、受
講
生

と
教
員
が
上
記
の
倫
理
・
哲
学
思
想
を

実
践
す
る
こ
と
で
す
。す
な
わ
ち
、「
興

味
・
関
心
の
異
な
る
人
た
ち
が
互
い
を

認
め
あ
い
な
が
ら
意
見
を
交
わ
し
、そ

の
な
か
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
・
関
心

を
深
め
て
い
く
こ
と
」で
す
。そ
の
た

め
に
、演
習
で
は
、質
問
や
論
証
の
作

法
を
ワ
ー
ク
形
式
で
学
ん
だ
う
え

で
、発
表
と
議
論
を
活
発
に
行
っ
て
い

ま
す
。こ
う
し
た
活
動
を
と
お
し
て
、

受
講
生
は
、論
理
的
な
飛
躍
や
隠
れ
た

前
提
な
ど
を
次
第
に
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、そ
う
し
た

鍛
え
ら
れ
た
視
点
か
ら
の
鋭
い
意
見

に
出
会
う
こ
と
は
、変
化
の
き
っ
か
け

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　哲
学
科
の
演
習
の
目
的
は
、第
一
義

的
に
は
、も
ち
ろ
ん
、卒
業
論
文
の
完

成
で
す
。し
か
し
、演
習
で
の
学
び
の

意
義
は
、そ
れ
に
尽
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。倫
理
学
と
哲
学
の
研
究
を

と
お
し
て
、異
な
る
考
え
を
持
つ
人
と

協
働
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
体
力
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

文学部
助教

Takeru Ogawa

小川 雄 ゼミ
おがわ    たける

と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。思
う
よ
う
に

い
か
な
い
時
期
は
つ
ら
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、自
分
の
研
究
を
隅
々
ま
で
大
事

に
し
、周
囲
と
相
談
し
な
が
ら
試
行
錯
誤

す
る
う
ち
に
知
識
や
技
術
は
確
実
に
向

上
し
て
い
く
の
で
、そ
の
う
ち
ヤ
ッ
タ
ー

と
思
う
よ
う
な
結
果
に
出
会
う
と
思
い

ま
す
。大
学
で
の
研
究
は
学
生
の
成
長
と

共
に
進
む
の
で
、効
率
的
で
は
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、個
々
の
努
力
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
成
果
は
、将
来
の
医
薬
品
開
発

や
治
療
法
に
必
ず
役
立
つ
と
信
じ
て
い

ま
す
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

「
障
害
」を
考
え
る

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に

お
け
る『
障
害
』と
は
何
か
」と
い
う
こ
と

を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。「
障
害
」と
言
っ

て
も
千
差
万
別
で
あ
り
、障
害
者
の
ス

ポ
ー
ツ
参
加
時
の
バ
リ
ア
や
障
害
当
事

者
の
障
害
観
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理

解
や
認
知
度
等
、様
々
な
観
点
が
あ
り
ま

す
が
、そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
と
障
害
の
関
係
性
を
探
求
し

て
い
き
ま
す
。具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、自
分
な
り
の
問
題
関
心
を
醸
成
し
て

も
ら
う
た
め
に
、座
学
だ
け
で
は
な
く

ボ
ッ
チ
ャ
や
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
体
験
、特
別
支
援
学
校
で
の
運
動
指

導
等
の
実
践
に
よ
り
、障
害
当
事
者
と
関

わ
り「
生
き
た
知
識
」を
学
ぶ
こ
と
で
、

個
々
の
検
討
課
題
を
明
確
化
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ゼ
ミ
の
中
に
は
全
国
レ
ベ
ル
の
競
技

スポーツ健康科学部
助教

Masahiro Kawanishi

河西 正博 ゼミ

歴
を
も
つ
学
生
が
い
ま
す
が
、一
歩
地
域

に
出
る
と
、ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手
で
あ
る
、嫌

い
で
あ
る
、や
り
た
く
て
も
で
き
な
い
等
、

様
々
な
困
難
を
抱
え
た
人
々
が
存
在
し
、

こ
れ
ま
で
の
自
分
た
ち
の
知
識
や
経
験

の
み
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
場
面
に
遭

遇
し
ま
す
。障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ぶ
意

義
は
、こ
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
、多
様

な
ニ
ー
ズ
を
抱
え
た
人
々
に
向
き
合
う

時
に
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。学
生
た
ち
に
は
、障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
な

価
値
観
を
学
び
、多
様
な
人
々
と
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
で
、将
来
、障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
多
く
の
人
々
に
体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
存
在
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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Seminars
learning objects of ［ ゼミで学ぶ 魅力を語る ］

幅広い領域の専攻から数多くのゼミがある本学。 

それぞれ、どんなことを学んでいるのか。 

ゼミ教員が、個性豊かなゼミの魅力を語ります。 

ゼ
ミ
は
学
生
が
創
る
も
の

　法
学
部
法
律
学
科
で
は
、事
例
問
題
や

判
例
を
も
と
に
議
論
を
し
て
い
る
ゼ
ミ

が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。私

の
ゼ
ミ
で
も
、二
年
次
演
習
で
は
、民
法

の
基
本
的
論
点
を
含
む
事
例
問
題
を
検

討
し
て
い
ま
す
。学
生
に
は
、ゼ
ミ
で
の

議
論
を
通
じ
て
、自
ら
調
査
し
、考
え
、発

言
し
、他
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
、議

論
を
組
み
立
て
る
能
力
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
の
ゼ
ミ
の
特
色
の
一
つ
は
、民
事
模

擬
裁
判
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

三
年
次
生
が
当
事
者（
本
人
）役・弁
護
士

（
代
理
人
）役
を
、四
年
次
生
が
裁
判
官
役

を
担
当
し
て
い
ま
す
。訴
状
・
答
弁
書
と

最
低
限
の
証
拠
等
は
最
初
に
渡
し
ま
す

が
、そ
の
先
の
活
動
は
す
べ
て
学
生
が
行

い
ま
す
。具
体
的
に
は
、ま
ず
、弁
護
士
役

が
、当
事
者
役
か
ら
事
実
関
係
を
聞
き
取

り
、証
拠
を
収
集
し
、準
備
書
面
を
作
成

し
ま
す
。そ
の
後
、模
擬
法
廷
で
尋
問
を

行
い
、和
解
を
試
み
、最
後
に
裁
判
官
役

が
判
決
を
作
成
し
ま
す
。模
擬
裁
判
を
実

施
す
る
主
な
狙
い
は
、普
段
学
ん
で
い
る

法
解
釈
が
実
際
の
事
件
で
ど
の
よ
う
に

生
か
さ
れ
う
る
の
か
を
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
に
あ
る
の
で
す
が
、学
生
の
主
体
的

な
取
り
組
み
を
促
す
と
い
う
点
で
も
意

義
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

法学部
教授

Nao Ogino

荻野 奈緒 ゼミ
おぎの なお

大
学
で
行
う
ペ
プ
チ
ド
創
薬

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、西
川
喜
代
孝
教
授
と

共
に
ペ
プ
チ
ド
創
薬
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。多
量
体
構
造
を
形
成
し
て
機
能
す

る
タ
ン
パ
ク
質
が
標
的
分
子
と
結
合
す

る
際
、多
価
対
多
価
の
相
互
作
用
を
す
る

と
非
常
に
高
い
親
和
性
で
両
者
が
結
合

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
相

互
作
用
は
、様
々
な
生
命
現
象
や
疾
患
の

発
症
に
関
与
し
て
お
り
、創
薬
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。私
達

は
、こ
の
相
互
作
用
を
阻
害
す
る
分
子
を

同
定
す
る
技
術
、多
価
型
ペ
プ
チ
ド
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
法
を
用
い
て
、腸
管
出
血
性
大

腸
菌
感
染
症
や
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

疾
患
の
治
療
に
役
立
つ
薬
剤
の
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　研
究
室
に
配
属
さ
れ
る
と
ま
ず
、個

別
の
テ
ー
マ
が
決
ま
る
の
で
、学
生
は

周
辺
の
勉
強
を
始
め
ま
す
。同
時
に
実

験
の
基
本
操
作
を
一
つ
ず
つ
習
得
し
ま

す
。教
員
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
な
が

ら
研
究
を
進
め
ま
す
が
、教
員
や
先
輩

と
の
議
論
を
通
じ
て
自
分
で
考
え
主
体

的
に
研
究
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
こ

生命医科学部
助教

Miho Takahashi

こ
の
研
究
室
の
魅
力
は
？

「
コ
ア
タ
イ
ム
が
あ
る
た
め
い
つ
も
全
員
い

て
議
論
や
質
問
が
し
や
す
い
」「
研
究
仲
間

が
い
る
の
で
や
る
気
が
で
る
」

ゼ
ミ
生
の
声（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）

荻
野
ゼ
ミ
の
特
色
は
？

「
好
奇
心
を
も
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
を
尊

重
し
、『
何
故
こ
う
な
る
の
か
』の
問
い
を
と

こ
と
ん
追
求
で
き
る
ゼ
ミ
」「
個
々
人
が
主

体
的
に
活
動
し
、活
発
な
議
論
を
通
し
て
、

自
ら
の
弱
点
を
共
有
す
る
こ
と
で
、よ
り
高

み
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
ゼ
ミ
」「
ゼ
ミ

生
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、設
問
に
対
し
て
深
い

理
解
が
得
ら
れ
る
ゼ
ミ
」「
自
主
性
を
尊
重

し
て
も
ら
え
て
、議
論
や
発
表
を
通
し
て
民

法
の
面
白
さ
、奥
深
さ
に
気
づ
け
る
ゼ
ミ
」

「
法
曹
志
望
者
や
大
学
院
進
学
希
望
者
が

多
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
お
互

い
に
高
め
あ
え
る
ゼ
ミ
」な
ど

ゼ
ミ
生
の
声（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）

髙橋 美帆 ゼミ
たかはし みほ

探
究
の
共
同
体

　小
川
ゼ
ミ
で
は
、主
に
つ
ぎ
の
二
つ

の
領
域
を
探
索
し
て
い
ま
す
。す
な
わ

ち
、人
間
の
あ
り
方
を
関
係
的
に
捉
え

る
倫
理
思
想
と
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
論
理
的
な
観
点
か
ら
究
明
す
る

哲
学
思
想
で
す
。現
在
、受
講
生
と
教

員
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、「
ケ
ア

の
観
点
か
ら
の
自
律
の
捉
え
直
し
」と

か「
道
徳
性
と
共
感
」と
か「
医
療
に
お

け
る
物
語
の
役
割
」と
い
っ
た
テ
ー
マ

で
す
。

　小
川
ゼ
ミ
の
運
営
方
針
は
、受
講
生

と
教
員
が
上
記
の
倫
理
・
哲
学
思
想
を

実
践
す
る
こ
と
で
す
。す
な
わ
ち
、「
興

味
・
関
心
の
異
な
る
人
た
ち
が
互
い
を

認
め
あ
い
な
が
ら
意
見
を
交
わ
し
、そ

の
な
か
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
・
関
心

を
深
め
て
い
く
こ
と
」で
す
。そ
の
た

め
に
、演
習
で
は
、質
問
や
論
証
の
作

法
を
ワ
ー
ク
形
式
で
学
ん
だ
う
え

で
、発
表
と
議
論
を
活
発
に
行
っ
て
い

ま
す
。こ
う
し
た
活
動
を
と
お
し
て
、

受
講
生
は
、論
理
的
な
飛
躍
や
隠
れ
た

前
提
な
ど
を
次
第
に
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、そ
う
し
た

鍛
え
ら
れ
た
視
点
か
ら
の
鋭
い
意
見

に
出
会
う
こ
と
は
、変
化
の
き
っ
か
け

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　哲
学
科
の
演
習
の
目
的
は
、第
一
義

的
に
は
、も
ち
ろ
ん
、卒
業
論
文
の
完

成
で
す
。し
か
し
、演
習
で
の
学
び
の

意
義
は
、そ
れ
に
尽
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。倫
理
学
と
哲
学
の
研
究
を

と
お
し
て
、異
な
る
考
え
を
持
つ
人
と

協
働
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
体
力
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

文学部
助教

Takeru Ogawa

小川 雄 ゼミ
おがわ    たける

と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。思
う
よ
う
に

い
か
な
い
時
期
は
つ
ら
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、自
分
の
研
究
を
隅
々
ま
で
大
事

に
し
、周
囲
と
相
談
し
な
が
ら
試
行
錯
誤

す
る
う
ち
に
知
識
や
技
術
は
確
実
に
向

上
し
て
い
く
の
で
、そ
の
う
ち
ヤ
ッ
タ
ー

と
思
う
よ
う
な
結
果
に
出
会
う
と
思
い

ま
す
。大
学
で
の
研
究
は
学
生
の
成
長
と

共
に
進
む
の
で
、効
率
的
で
は
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、個
々
の
努
力
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
成
果
は
、将
来
の
医
薬
品
開
発

や
治
療
法
に
必
ず
役
立
つ
と
信
じ
て
い

ま
す
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

「
障
害
」を
考
え
る

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に

お
け
る『
障
害
』と
は
何
か
」と
い
う
こ
と

を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。「
障
害
」と
言
っ

て
も
千
差
万
別
で
あ
り
、障
害
者
の
ス

ポ
ー
ツ
参
加
時
の
バ
リ
ア
や
障
害
当
事

者
の
障
害
観
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理

解
や
認
知
度
等
、様
々
な
観
点
が
あ
り
ま

す
が
、そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
と
障
害
の
関
係
性
を
探
求
し

て
い
き
ま
す
。具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、自
分
な
り
の
問
題
関
心
を
醸
成
し
て

も
ら
う
た
め
に
、座
学
だ
け
で
は
な
く

ボ
ッ
チ
ャ
や
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
体
験
、特
別
支
援
学
校
で
の
運
動
指

導
等
の
実
践
に
よ
り
、障
害
当
事
者
と
関

わ
り「
生
き
た
知
識
」を
学
ぶ
こ
と
で
、

個
々
の
検
討
課
題
を
明
確
化
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ゼ
ミ
の
中
に
は
全
国
レ
ベ
ル
の
競
技

スポーツ健康科学部
助教

Masahiro Kawanishi

河西 正博 ゼミ

歴
を
も
つ
学
生
が
い
ま
す
が
、一
歩
地
域

に
出
る
と
、ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手
で
あ
る
、嫌

い
で
あ
る
、や
り
た
く
て
も
で
き
な
い
等
、

様
々
な
困
難
を
抱
え
た
人
々
が
存
在
し
、

こ
れ
ま
で
の
自
分
た
ち
の
知
識
や
経
験

の
み
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
場
面
に
遭

遇
し
ま
す
。障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ぶ
意

義
は
、こ
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
、多
様

な
ニ
ー
ズ
を
抱
え
た
人
々
に
向
き
合
う

時
に
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。学
生
た
ち
に
は
、障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
な

価
値
観
を
学
び
、多
様
な
人
々
と
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
で
、将
来
、障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
多
く
の
人
々
に
体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
存
在
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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堀
：
勝
手
な
が
ら
、難
な
く
お
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
。努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
って
こ
そ
の
中
谷
さ
ん
な
ん
で
す
ね
。

中
谷
：
本
当
に
、色
ん
な
反
省
の
上
に
12
年
が
あ
る
な
ぁ
、と
思
い
ま
す
。

何
か
に
熱
中
す
る
学
生
時
代
を

き
っ
と
そ
れ
が
あ
な
た
の
強
み
に
な
る

中
谷
：
堀
さ
ん
は
、こ
の
冬
か
ら
採
用
試
験
を
受
け
始
め
る
ん
で
す
か
？

堀
：
は
い
。中
谷
さ
ん
は
採
用
試
験
に
備
え
て
ど
ん
な
準
備
を
さ
れ

ま
し
た
か
？

中
谷
：
そ
れ
が
、ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
く
て・・・。学
生
時
代
は
、と
に

か
く
英
語
と
ピ
ア
ノ
漬
け
の
毎
日
で
し
た
。英
語
は
幼
少
期
に
3
年
間

ハ
ワ
イ
に
住
ん
で
い
て
、そ
の
時
に
培
っ
た
も
の
を
さ
ら
に
生
か
し
た
い
と

思
っ
て
英
文
学
科
で
学
ん
で
。ピ
ア
ノ
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
し
た
り
、

ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
に
も
入
っ
て
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
寒
梅
館
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
た
り
。あ
そ
こ
、レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
で
素
敵
で
す
よ
ね
。

堀
：
私
、新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
な
の
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
度
行
っ
て

み
ま
す
！

中
谷
：
あ
れ
？

で
も
寒
梅
館
っ
て
、新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
す
ぐ
手
前

だ
よ
？
カ
フェ
が
入
って
い
る
の
。

堀
：
あ
あ
、ア
マ
ー
ク
！
行
っ
た
こ

と
あ
り
ま
す
！

中
谷
：
あ
の
建
物
が
、寒
梅
館

（
笑
）。

堀
：
あ
あ・・・！

（一同
笑
）

中
谷
：
だ
か
ら
採
用
試
験
に
向
け

て
は
、読
売
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
後
、3
ヶ
月
間

ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
だ
け
で
な
く

捉
え
方
を
、一
例
を
挙
げ
て
提
示
す
る

堀
：
私
は
テ
レ
ビ
業
界
を
志
望
し
て
い
る
の
で
、今
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
！

中
谷
：
堀
さ
ん
も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
て
い
る
ん
で
す
か
？

堀
：
ア
ナ
ウ
ン
ス
職
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、番
組
制
作
に
関
わ
る
仕
事

堀
：
私
も
入
学
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
同
志
社
大
学
の
こ
と
を

伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、生
放
送
で
ニュ
ー
ス
に
自
分
の
言
葉
を

添
え
て
伝
え
る
な
ん
て・・・想
像
で
き
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す
。

中
谷
：
取
材
さ
せ
て
頂
い
た
方
や
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
、解
説
委
員
、記
者

達・・・全
員
の
思
い
を
受
け
て
紡
ぎ
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
言
葉
で
す

し
ね
。難
し
い
分
、そ
こ
に
少
し
ず
つ
自
分
の「
カ
ラ
ー
」が
に
じ
み
出
る

気
が
し
て
い
ま
す
。

堀
：
中
谷
さ
ん
の「
カ
ラ
ー
」で
す
か
。

中
谷
：
も
ち
ろ
ん
勉
強
し
て
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
大
切
な
ん
で

す
が
、私
は
、一人
の
人
間
と
し
て
感
じ
る
素
朴
な
疑
問
も
大
事
に
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
皆
さ
ん
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
て
、一例

と
し
て
の
視
点・視
座
を
視
聴
者
の
皆
さ
ん
に
提
示
す
る
、と
い
う
の

が
私
の
伝
え
方
で
す
。

堀
：
先
ほ
ど
、「
t
e
n.
」で
は
初
の
女
性
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
と

い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。未
だ
に
男
性
従
事
者
の
割
合
が
高
い
と

い
わ
れ
る
テ
レ
ビ
業
界
で
す
が
、女
性
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

中
谷
：
今
年
、女
性
目
線
の
防
災
に
関
す
る
企
画
を
提
案
し
て
、取
材

し
て
放
送
に
も
至
っ
た
ん
で
す

が・・・防
災
担
当
の
部
署
に
女
性
が

い
な
い
自
治
体
が
、全
国
で
ま
だ
6

割
も
あ
る
ん
で
す
ね
。男
女
共
同

参
画
の
意
識
は
浸
透
し
た
、と
い
わ

れ
る一方
で
、実
態
が
伴
っ
て
い
な
い

こ
と
を
す
ご
く
実
感
し
ま
し
た
。

性
別
の
垣
根
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、そ
う
いっ
た
課
題
も
女
性
が
発

信
す
る
こ
と
で
よ
り
伝
わ
る
こ
と

も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。こ
れ
か
ら

キ
ャ
ス
タ
ー
は
私
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、会
社
と
し
て
も
新
し
い
挑
戦

で
し
た
。

堀
：
そ
れ
ま
で
も「
t
e
n.
」で
は
サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
を
担
当
さ
れ
て
い

ま
し
た
よ
ね
。ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

中
谷
：一番
大
き
い
の
は
ニュ
ー
ス
の
伝
え
方
で
す
。サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
は

基
本
的
に
、原
稿
を
読
む
、と
い
う
ニュ
ー
ス
の
伝
え
方
を
し
ま
す
。で
も

メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、ニュ
ー
ス
に
つ
い
て
見
て

聞
い
て
感
じ
た
こ
と
を
、自
分
な
り
の
コ
メ
ン
ト
に
集
約
し
て
締
め
る
役

目
も
担
って
い
る
ん
で
す
。責
任
の
大
き
さ
が
変
わっ
た
と
感
じ
ま
す
ね
。

堀
：
読
売
テ
レ
ビ
に
入
社
さ
れ
て
12
年
と
い
う
こ
と
で
す
が
、こ
れ
ま

で
で一番
印
象
深
い
出
来
事
は
何
で
す
か
？

中
谷
：
山
ほ
ど
あ
って
、ど
れ
を
あ
げ
た
ら
い
い
の
か（
笑
）。で
も
やっ
ぱ

り一番
の
転
機
は
、2
0
1
7
年
に「
か
ん
さ
い
情
報
ネ
ッ
ト
t
e
n.
」

の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
に
就
任
し
た
こ
と
で
す
ね
。記
者
を
は
じ
め
携
わ

る
み
ん
な
が
人
生
を
懸
け
て
仕
事
を
し
て
い
る
報
道
番
組
を
背
負
う

覚
悟
が
問
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
t
e
n.
」で
女
性
の
メ
イ
ン

が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。中
谷
さ
ん
は
、何
社
く
ら
い
テ
レ
ビ
局
の

採
用
試
験
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

中
谷
：
読
売
テ
レ
ビ
し
か
受
け
て
い
な
い
ん
で
す
。そ
も
そ
も
私
が

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、高
校
時
代
に
読
売
テ
レ
ビ

の
報
道
番
組
で
メ
イ
ン
M
C
だ
っ
た
横
須
賀
ゆ
き
の
さ
ん
を
見
て
、

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
っ
て
素
敵
な
仕
事
だ
な
」と
思
っ
た
こ
と
な
ん
で
す

ね
。だ
か
ら
、読
売
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
た
い
、と
思
って
。

今回の同志社人

なか た に

中谷 しのぶさん
1988年、兵庫県生まれ。同志社香里
高等学校を経て同志社大学文学部英文
学科卒業後、読売テレビに入社。アナ
ウンサーとして数々の報道番組やバラ
エティ番組を担当し、２０１７年「かんさ
い情報ネットten.」、２１年「ウェーク
アップ」のメインキャスターに就任。

読売テレビアナウンサー社会学部メディア学科 3年次生

Interviewer 

ことはほり

堀 琴葉さん
幼い頃からドラマやバラエティ番組を
見ることが好きで、テレビ業界への
就職を志す。大学進学後は、学生国際
協力団体に所属し、また、同志社大学
入学広報アンバサダーとしても活動。
今年3月には成績優秀者として文学部・
社会学部の父母会より表彰される。

も
女
性
な
ら
で
は
の
悩
み
や
表
に
出
な
い
葛
藤
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、取
材・発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

堀
：
と
て
も
興
味
深
い
で
す
。私
も
、自
分
の
目
線
を
大
事
に
し
て

人
や
社
会
を
変
え
る
テ
レ
ビ
番
組
を
作
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

失
敗
に
自
ら
気
付
き
、糧
に
す
る

良
い
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
構
築
す
る

堀
：
テ
レ
ビ
局
で
の
裏
話
な
ど
も
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が・・・失
敗
談

を
聞
い
て
も
い
い
で
す
か
？

中
谷
：
失
敗
は
、いっ
ぱ
い
あ
り
ま
す
よ
ね・・・（
笑
）。今
で
も
夢
に
見
る

ん
で
す
け
ど
、サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
時
代
、ニュ
ー
ス
を
読
ん
で
い
た
ら
次
の

原
稿
が
な
い
、っ
て
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。ど
こ
か
に
紛
れ
て
し
ま
っ
た

の
か
、4
枚
目
が
な
い
。文
章
の
途
中
で
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
ら
、も
う
次

の
ニュ
ー
ス
で「
あ
れ
？
」み
た
い
な（
笑
）。

堀
：
そ
れ
は
生
放
送
で
す
か
？

中
谷
：「
t
e
n.
」の
生
放
送
で
す
。フ
ロ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
が
持
って
い
た

原
稿
を
差
し
込
ん
で
く
れ
て
、何
と
か
繋
ぎ
ま
し
た
ね
。あ
と
、パ
ネ
リ

ス
ト
の
方
か
ら
発
言
を
引
き
出
し
て
、時
に
は
わ
か
り
や
す
く
言
い
換
え

た
り
、フ
ォロ
ー
し
た
り
す
る
の
も
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
の
役
割
な
ん
で
す

が
、う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
な
ぁ
と
反
省
し
た
り
。で
も
モ
ヤ
モ
ヤ
す

る
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
に
毎
回
放
送
を
見
返
し
て
、言
葉一つ
、接
続

詞一つ
で
も
、よ
り
伝
わ
る
表
現
を
考
え
て
、次
に
生
か
す
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

同
志
社
人

訪

　
　問

Interview 
with

Doshisha 
People

今
回
、メ
デ
ィ
ア
学
科
3
年
次
生
の
堀
琴
葉
さ
ん

が
話
を
伺
っ
た
の
は
、文
学
部
英
文
学
科
の
卒
業

生
で
あ
り
、読
売
テ
レ
ビ「
か
ん
さ
い
情
報
ネ
ッ
ト

t
e
n.
」の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
る

中
谷
し
の
ぶ
さ
ん
で
す
。柔
軟
に
司
会
役
を

こ
な
し
、最
前
線
へ
と
取
材
に
赴
き
、さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
す
る
報
道
番
組
の「
顔
」が

持
つ
責
任
と
は
。
伝
え
る
こ
と
へ
の
思
い
と
は
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
く
ら
い
で
す
ね
。で
も
身
に
付
け
た

英
語
力
は
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
面
接
で
自
分
の
P
R
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
入
社
後
も
海
外
取
材
で
力
が
生
か
せ
て
い
る
の

で
、大
学
で
英
語
を
が
ん
ばって
良
か
っ
た
な
、と
思
い
ま
す
。

堀
：
今
の
お
話
を
聞
い
て
、就
職
先
で
生
か
し
た
い
自
分
の
強
み
と
は

何
か
、考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
谷
：
も
う
、ぜ
ひ
学
生
生
活
を
謳
歌
し
て
く
だ
さ
い
。学
生
な
ら
で
は

の
時
間
の
使
い
方
と
い
う
か
、私
も
行
き
た
い
海
外
に
時
間
を
か
け
て

行
っ
た
り
し
ま
し
た
し
、サ
ー
ク
ル
活
動
で
も
何
で
も
い
い
。一つ
極
め
て
、

自
分
で
自
信
を
持
っ
て「
こ
れ
を
頑
張
っ
た
！
」っ
て
言
え
る
も
の
を

作
れ
ば
、そ
れ
が
自
然
に
強
み
に
な
って
い
く
と
思
い
ま
す
。採
用
試
験
、

が
ん
ばって
く
だ
さ
い
ね
！

堀
：
は
い
！
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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本
学
教
員
の

執
筆
図
書
紹
介
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（
価
格
は
税
込
み
）

アジアのかたちの完成
村田雄二郎 他著  集英社  3,960円

児童心理学・
発達科学ハンドブック 
第2巻 認知過程
嶋田容子 他訳  
福村出版  220,000円

徹底討論!
問われる宗教と“カルト”
小原克博 他著  NHK出版  913円

アメリカ日本人移民
キリスト教と人種主義
吉田亮 著  教文館  5,940円

複数国籍
南川文里 他著  明石書店  3,520円

テキストデータマネジメント
波多野賢治 編  波多野賢治 他著
岩波書店  3,960円

旅するナラティヴ
大沼由布 他編著  知泉書館  4,950円

災害・デジタル化・
格差是正と税制のあり方
倉見智亮 他著 
日本租税理論学会  3,080円

災害と復興の社会学 増補版
立木茂雄 著  萌書房  3,850円

四月はいちばん残酷な月
田口哲也 圓月勝博 他著 
水声社  6,600円

国際関係史の技法
村田晃嗣 他訳 
ミネルヴァ書房  3,520円

SDGsと地域社会
峯陽一 他編著  明石書店  3,520円

触媒総合事典
竹中壮 他著  朝倉書店  14,300円

不倫  
迫田さやか 他著  中央公論新社  902円

日本の対中大戦略
兼原信克 著  PHP研究所  1,078円

命か経済か
野田遊 他著  勁草書房  3,520円

フォロワーシップ行動論
松山一紀 著  中央経済社  3,080円

日本の経済外交
大矢根聡 編  大矢根聡 他著  
勁草書房  5,280円

ライフサイクルと信仰の成長
越川弘英 他訳  
日本キリスト教団出版局  3,080円

働く社会の変容と生活保障の法
土田道夫 他著  旬報社  7,700円

地理学事典
内藤正典 二村太郎 他著  
丸善出版  26,400円　

日本近代銀行制度の成立史
鹿野嘉昭 著  
東洋経済新報社  5,500円

モノ・構造・社会の考古学
水ノ江和同 他著  
今福利恵博士追悼論文集刊行委員会

判例講義 民法Ⅱ 債権 新訂第3版
荻野奈緒 他著  勁草書房  3,520円

ウクライナ戦争をめぐる
国際法と国際政治経済
浅田正彦 他編著  東信堂  2,860円

社会運動のグローバルな拡散
関口寛 他著  論創社  3,850円

ベンサム「公開性」の法哲学
戒能通弘 訳
慶應義塾大学出版会  9,240円

スポーツにおける真の指導力
川井圭司 他著  
エイデル研究所  2,200円

同志社精神を考えるために
川嶋四郎 木原活信 小原克博 林田明
深谷格 和田喜彦 他著  
同志社大学良心学研究センター 

ジョージ・ミュラーと
キリスト教社会福祉の源泉
木原活信 著  教文館  5,060円

教師の相互行為能力は記述可能か
石野未架 著  多賀出版  4,400円

SDGs ネクスト
「深山大沢」プロジェクト
小原克博 桝太一 野口範子 八木匡
飯塚まり 和田喜彦 林田明 稲岡恭二
金津和美 後藤琢也 石川正道 他著
All Doshisha Research Model 2025
「“諸君ヨ、人一人ハ大切ナリ”
  同志社大学SDGs研究」プロジェクト
  (2022年度)「ネクスト『深山大沢』
  プロジェクト─良心の概念拡張と
  新たな実践」

多様化するアメリカと
合衆国最高裁判所
檜垣伸次 他著  成文堂  6,050円

日本政治の第一歩 新版
岡野八代 他著  有斐閣  2,200円

沖縄の引き延ばされた占領
新井京 著  有斐閣  7,700円

情報倫理 改訂3版
原田隆史 佐藤翔 他著  
技術評論社  1,628円

実務と理論の架橋
松原久利 川崎友巳 十河太朗
洲見光男 他著  成文堂  26,400円

ソーシャルワーク論 Ⅰ 
基盤と専門職
小野セレスタ摩耶 他著
法律文化社  2,860円

海のグローバル・サーキュレーション
肥後本芳男 他編著
関西学院大学出版会  4,950円

現代日本の紛争過程と
司法政策
木下麻奈子 他著
東京大学出版会  16,500円

考えを深めるための教育課程
奥野浩之 他編著  本多千明 他著  
ミネルヴァ書房  2,640円

これから学ぶスポーツ心理学 
三訂版
石倉忠夫 他著  大修館書店  2,200円

パラリーガルの実務感覚から学ぶ
民事訴訟・執行・保全
川嶋四郎 監修  日本評論社  3,190円

内藤湖南研究の最前線
村田雄二郎  錢鷗 他著  
関西大学出版部  5,170円

核共有の現実   
倉科一希 他著  信山社出版  4,620円

知の統合は可能か
渡辺政隆 他著  
時事通信出版局  3,080円

NATO(北大西洋条約機構)を
知るための71章
穐山洋子 月村太郎 他著
明石書店  2,200円

二つの大戦と帝国主義 Ⅱ
石井香江 他著  岩波書店  3,520円

伝送線路論
出口博之 著  数理工学社  2,365円

社会福祉学習双書 2023 第8巻
地域福祉と包括的支援体制
永田祐 野村裕美 他著  
全国社会福祉協議会  3,080円

社会福祉学習双書 2023 第9巻 
ソーシャルワークの基盤と専門職
空閑浩人 他編著
全国社会福祉協議会  2,420円

社会福祉学習双書 2023 第10巻
ソーシャルワークの理論と方法
空閑浩人 他編
全国社会福祉協議会  2,860円

激動する世界経済と
中小企業の新動態
関智宏 他著  御茶の水書房  4,620円

動物という隣人
鬼頭葉子 著  新教出版社  5,995円

抄物の言語と資料
山本佐和子 著  くろしお出版  7,480円

応用基礎としての
データサイエンス
宿久洋 他著  講談社  2,860円

ロボット工学ハンドブック 第3版
佐藤健哉 他著  コロナ社  41,800円

科学コミュニケーション論の展開
渡辺政隆 他著  
東京大学出版会  3,960円

『挙白集』評釈 和文篇
大山和哉 他編著  和泉書院  16,500円

知財とパブリック・ドメイン 第3巻 
不正競争防止法・商標法篇
山根崇邦 他著  勁草書房  4,950円　

日本の政治過程 
選挙・政党・利益団体研究編
森裕城 著  木鐸社  3,300円　

アメリカ研究の現在地 
肥後本芳男 他編著  倉科一希 他著
彩流社  3,850円　
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堀
：
勝
手
な
が
ら
、難
な
く
お
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
。努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
って
こ
そ
の
中
谷
さ
ん
な
ん
で
す
ね
。

中
谷
：
本
当
に
、色
ん
な
反
省
の
上
に
12
年
が
あ
る
な
ぁ
、と
思
い
ま
す
。

何
か
に
熱
中
す
る
学
生
時
代
を

き
っ
と
そ
れ
が
あ
な
た
の
強
み
に
な
る

中
谷
：
堀
さ
ん
は
、こ
の
冬
か
ら
採
用
試
験
を
受
け
始
め
る
ん
で
す
か
？

堀
：
は
い
。中
谷
さ
ん
は
採
用
試
験
に
備
え
て
ど
ん
な
準
備
を
さ
れ

ま
し
た
か
？

中
谷
：
そ
れ
が
、ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
く
て・・・。学
生
時
代
は
、と
に

か
く
英
語
と
ピ
ア
ノ
漬
け
の
毎
日
で
し
た
。英
語
は
幼
少
期
に
3
年
間

ハ
ワ
イ
に
住
ん
で
い
て
、そ
の
時
に
培
っ
た
も
の
を
さ
ら
に
生
か
し
た
い
と

思
っ
て
英
文
学
科
で
学
ん
で
。ピ
ア
ノ
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
し
た
り
、

ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
に
も
入
っ
て
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
寒
梅
館
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
た
り
。あ
そ
こ
、レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
で
素
敵
で
す
よ
ね
。

堀
：
私
、新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
な
の
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
度
行
っ
て

み
ま
す
！

中
谷
：
あ
れ
？

で
も
寒
梅
館
っ
て
、新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
す
ぐ
手
前

だ
よ
？
カ
フェ
が
入
って
い
る
の
。

堀
：
あ
あ
、ア
マ
ー
ク
！
行
っ
た
こ

と
あ
り
ま
す
！

中
谷
：
あ
の
建
物
が
、寒
梅
館

（
笑
）。

堀
：
あ
あ・・・！

（一同
笑
）

中
谷
：
だ
か
ら
採
用
試
験
に
向
け

て
は
、読
売
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
後
、3
ヶ
月
間

ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
だ
け
で
な
く

捉
え
方
を
、一
例
を
挙
げ
て
提
示
す
る

堀
：
私
は
テ
レ
ビ
業
界
を
志
望
し
て
い
る
の
で
、今
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
！

中
谷
：
堀
さ
ん
も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
て
い
る
ん
で
す
か
？

堀
：
ア
ナ
ウ
ン
ス
職
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、番
組
制
作
に
関
わ
る
仕
事

堀
：
私
も
入
学
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
同
志
社
大
学
の
こ
と
を

伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、生
放
送
で
ニュ
ー
ス
に
自
分
の
言
葉
を

添
え
て
伝
え
る
な
ん
て・・・想
像
で
き
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す
。

中
谷
：
取
材
さ
せ
て
頂
い
た
方
や
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
、解
説
委
員
、記
者

達・・・全
員
の
思
い
を
受
け
て
紡
ぎ
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
言
葉
で
す

し
ね
。難
し
い
分
、そ
こ
に
少
し
ず
つ
自
分
の「
カ
ラ
ー
」が
に
じ
み
出
る

気
が
し
て
い
ま
す
。

堀
：
中
谷
さ
ん
の「
カ
ラ
ー
」で
す
か
。

中
谷
：
も
ち
ろ
ん
勉
強
し
て
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
大
切
な
ん
で

す
が
、私
は
、一人
の
人
間
と
し
て
感
じ
る
素
朴
な
疑
問
も
大
事
に
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
皆
さ
ん
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
て
、一例

と
し
て
の
視
点・視
座
を
視
聴
者
の
皆
さ
ん
に
提
示
す
る
、と
い
う
の

が
私
の
伝
え
方
で
す
。

堀
：
先
ほ
ど
、「
t
e
n.
」で
は
初
の
女
性
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
と

い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。未
だ
に
男
性
従
事
者
の
割
合
が
高
い
と

い
わ
れ
る
テ
レ
ビ
業
界
で
す
が
、女
性
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

中
谷
：
今
年
、女
性
目
線
の
防
災
に
関
す
る
企
画
を
提
案
し
て
、取
材

し
て
放
送
に
も
至
っ
た
ん
で
す

が・・・防
災
担
当
の
部
署
に
女
性
が

い
な
い
自
治
体
が
、全
国
で
ま
だ
6

割
も
あ
る
ん
で
す
ね
。男
女
共
同

参
画
の
意
識
は
浸
透
し
た
、と
い
わ

れ
る一方
で
、実
態
が
伴
っ
て
い
な
い

こ
と
を
す
ご
く
実
感
し
ま
し
た
。

性
別
の
垣
根
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、そ
う
いっ
た
課
題
も
女
性
が
発

信
す
る
こ
と
で
よ
り
伝
わ
る
こ
と

も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。こ
れ
か
ら

キ
ャ
ス
タ
ー
は
私
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、会
社
と
し
て
も
新
し
い
挑
戦

で
し
た
。

堀
：
そ
れ
ま
で
も「
t
e
n.
」で
は
サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
を
担
当
さ
れ
て
い

ま
し
た
よ
ね
。ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

中
谷
：一番
大
き
い
の
は
ニュ
ー
ス
の
伝
え
方
で
す
。サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
は

基
本
的
に
、原
稿
を
読
む
、と
い
う
ニュ
ー
ス
の
伝
え
方
を
し
ま
す
。で
も

メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、ニュ
ー
ス
に
つ
い
て
見
て

聞
い
て
感
じ
た
こ
と
を
、自
分
な
り
の
コ
メ
ン
ト
に
集
約
し
て
締
め
る
役

目
も
担
って
い
る
ん
で
す
。責
任
の
大
き
さ
が
変
わっ
た
と
感
じ
ま
す
ね
。

堀
：
読
売
テ
レ
ビ
に
入
社
さ
れ
て
12
年
と
い
う
こ
と
で
す
が
、こ
れ
ま

で
で一番
印
象
深
い
出
来
事
は
何
で
す
か
？

中
谷
：
山
ほ
ど
あ
って
、ど
れ
を
あ
げ
た
ら
い
い
の
か（
笑
）。で
も
やっ
ぱ

り一番
の
転
機
は
、2
0
1
7
年
に「
か
ん
さ
い
情
報
ネ
ッ
ト
t
e
n.
」

の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
に
就
任
し
た
こ
と
で
す
ね
。記
者
を
は
じ
め
携
わ

る
み
ん
な
が
人
生
を
懸
け
て
仕
事
を
し
て
い
る
報
道
番
組
を
背
負
う

覚
悟
が
問
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
t
e
n.
」で
女
性
の
メ
イ
ン

が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。中
谷
さ
ん
は
、何
社
く
ら
い
テ
レ
ビ
局
の

採
用
試
験
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

中
谷
：
読
売
テ
レ
ビ
し
か
受
け
て
い
な
い
ん
で
す
。そ
も
そ
も
私
が

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、高
校
時
代
に
読
売
テ
レ
ビ

の
報
道
番
組
で
メ
イ
ン
M
C
だ
っ
た
横
須
賀
ゆ
き
の
さ
ん
を
見
て
、

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
っ
て
素
敵
な
仕
事
だ
な
」と
思
っ
た
こ
と
な
ん
で
す

ね
。だ
か
ら
、読
売
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
た
い
、と
思
って
。

今回の同志社人

なか た に

中谷 しのぶさん
1988年、兵庫県生まれ。同志社香里
高等学校を経て同志社大学文学部英文
学科卒業後、読売テレビに入社。アナ
ウンサーとして数々の報道番組やバラ
エティ番組を担当し、２０１７年「かんさ
い情報ネットten.」、２１年「ウェーク
アップ」のメインキャスターに就任。

読売テレビアナウンサー社会学部メディア学科 3年次生

Interviewer 

ことはほり

堀 琴葉さん
幼い頃からドラマやバラエティ番組を
見ることが好きで、テレビ業界への
就職を志す。大学進学後は、学生国際
協力団体に所属し、また、同志社大学
入学広報アンバサダーとしても活動。
今年3月には成績優秀者として文学部・
社会学部の父母会より表彰される。

も
女
性
な
ら
で
は
の
悩
み
や
表
に
出
な
い
葛
藤
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、取
材・発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

堀
：
と
て
も
興
味
深
い
で
す
。私
も
、自
分
の
目
線
を
大
事
に
し
て

人
や
社
会
を
変
え
る
テ
レ
ビ
番
組
を
作
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

失
敗
に
自
ら
気
付
き
、糧
に
す
る

良
い
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
構
築
す
る

堀
：
テ
レ
ビ
局
で
の
裏
話
な
ど
も
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が・・・失
敗
談

を
聞
い
て
も
い
い
で
す
か
？

中
谷
：
失
敗
は
、いっ
ぱ
い
あ
り
ま
す
よ
ね・・・（
笑
）。今
で
も
夢
に
見
る

ん
で
す
け
ど
、サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
時
代
、ニュ
ー
ス
を
読
ん
で
い
た
ら
次
の

原
稿
が
な
い
、っ
て
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。ど
こ
か
に
紛
れ
て
し
ま
っ
た

の
か
、4
枚
目
が
な
い
。文
章
の
途
中
で
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
ら
、も
う
次

の
ニュ
ー
ス
で「
あ
れ
？
」み
た
い
な（
笑
）。

堀
：
そ
れ
は
生
放
送
で
す
か
？

中
谷
：「
t
e
n.
」の
生
放
送
で
す
。フ
ロ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
が
持
って
い
た

原
稿
を
差
し
込
ん
で
く
れ
て
、何
と
か
繋
ぎ
ま
し
た
ね
。あ
と
、パ
ネ
リ

ス
ト
の
方
か
ら
発
言
を
引
き
出
し
て
、時
に
は
わ
か
り
や
す
く
言
い
換
え

た
り
、フ
ォロ
ー
し
た
り
す
る
の
も
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
の
役
割
な
ん
で
す

が
、う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
な
ぁ
と
反
省
し
た
り
。で
も
モ
ヤ
モ
ヤ
す

る
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
に
毎
回
放
送
を
見
返
し
て
、言
葉一つ
、接
続

詞一つ
で
も
、よ
り
伝
わ
る
表
現
を
考
え
て
、次
に
生
か
す
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

同
志
社
人

訪

　
　問

Interview 
with

Doshisha 
People

今
回
、メ
デ
ィ
ア
学
科
3
年
次
生
の
堀
琴
葉
さ
ん

が
話
を
伺
っ
た
の
は
、文
学
部
英
文
学
科
の
卒
業

生
で
あ
り
、読
売
テ
レ
ビ「
か
ん
さ
い
情
報
ネ
ッ
ト

t
e
n.
」の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
る

中
谷
し
の
ぶ
さ
ん
で
す
。柔
軟
に
司
会
役
を

こ
な
し
、最
前
線
へ
と
取
材
に
赴
き
、さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
す
る
報
道
番
組
の「
顔
」が

持
つ
責
任
と
は
。
伝
え
る
こ
と
へ
の
思
い
と
は
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
く
ら
い
で
す
ね
。で
も
身
に
付
け
た

英
語
力
は
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
面
接
で
自
分
の
P
R
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
入
社
後
も
海
外
取
材
で
力
が
生
か
せ
て
い
る
の

で
、大
学
で
英
語
を
が
ん
ばって
良
か
っ
た
な
、と
思
い
ま
す
。

堀
：
今
の
お
話
を
聞
い
て
、就
職
先
で
生
か
し
た
い
自
分
の
強
み
と
は

何
か
、考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
谷
：
も
う
、ぜ
ひ
学
生
生
活
を
謳
歌
し
て
く
だ
さ
い
。学
生
な
ら
で
は

の
時
間
の
使
い
方
と
い
う
か
、私
も
行
き
た
い
海
外
に
時
間
を
か
け
て

行
っ
た
り
し
ま
し
た
し
、サ
ー
ク
ル
活
動
で
も
何
で
も
い
い
。一つ
極
め
て
、

自
分
で
自
信
を
持
っ
て「
こ
れ
を
頑
張
っ
た
！
」っ
て
言
え
る
も
の
を

作
れ
ば
、そ
れ
が
自
然
に
強
み
に
な
って
い
く
と
思
い
ま
す
。採
用
試
験
、

が
ん
ばって
く
だ
さ
い
ね
！

堀
：
は
い
！
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

INFORMATION
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本
学
教
員
の

執
筆
図
書
紹
介
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（
価
格
は
税
込
み
）

アジアのかたちの完成
村田雄二郎 他著  集英社  3,960円

児童心理学・
発達科学ハンドブック 
第2巻 認知過程
嶋田容子 他訳  
福村出版  220,000円

徹底討論!
問われる宗教と“カルト”
小原克博 他著  NHK出版  913円

アメリカ日本人移民
キリスト教と人種主義
吉田亮 著  教文館  5,940円

複数国籍
南川文里 他著  明石書店  3,520円

テキストデータマネジメント
波多野賢治 編  波多野賢治 他著
岩波書店  3,960円

旅するナラティヴ
大沼由布 他編著  知泉書館  4,950円

災害・デジタル化・
格差是正と税制のあり方
倉見智亮 他著 
日本租税理論学会  3,080円

災害と復興の社会学 増補版
立木茂雄 著  萌書房  3,850円

四月はいちばん残酷な月
田口哲也 圓月勝博 他著 
水声社  6,600円

国際関係史の技法
村田晃嗣 他訳 
ミネルヴァ書房  3,520円

SDGsと地域社会
峯陽一 他編著  明石書店  3,520円

触媒総合事典
竹中壮 他著  朝倉書店  14,300円

不倫  
迫田さやか 他著  中央公論新社  902円

日本の対中大戦略
兼原信克 著  PHP研究所  1,078円

命か経済か
野田遊 他著  勁草書房  3,520円

フォロワーシップ行動論
松山一紀 著  中央経済社  3,080円

日本の経済外交
大矢根聡 編  大矢根聡 他著  
勁草書房  5,280円

ライフサイクルと信仰の成長
越川弘英 他訳  
日本キリスト教団出版局  3,080円

働く社会の変容と生活保障の法
土田道夫 他著  旬報社  7,700円

地理学事典
内藤正典 二村太郎 他著  
丸善出版  26,400円　

日本近代銀行制度の成立史
鹿野嘉昭 著  
東洋経済新報社  5,500円

モノ・構造・社会の考古学
水ノ江和同 他著  
今福利恵博士追悼論文集刊行委員会

判例講義 民法Ⅱ 債権 新訂第3版
荻野奈緒 他著  勁草書房  3,520円

ウクライナ戦争をめぐる
国際法と国際政治経済
浅田正彦 他編著  東信堂  2,860円

社会運動のグローバルな拡散
関口寛 他著  論創社  3,850円

ベンサム「公開性」の法哲学
戒能通弘 訳
慶應義塾大学出版会  9,240円

スポーツにおける真の指導力
川井圭司 他著  
エイデル研究所  2,200円

同志社精神を考えるために
川嶋四郎 木原活信 小原克博 林田明
深谷格 和田喜彦 他著  
同志社大学良心学研究センター 

ジョージ・ミュラーと
キリスト教社会福祉の源泉
木原活信 著  教文館  5,060円

教師の相互行為能力は記述可能か
石野未架 著  多賀出版  4,400円

SDGs ネクスト
「深山大沢」プロジェクト
小原克博 桝太一 野口範子 八木匡
飯塚まり 和田喜彦 林田明 稲岡恭二
金津和美 後藤琢也 石川正道 他著
All Doshisha Research Model 2025
「“諸君ヨ、人一人ハ大切ナリ”
  同志社大学SDGs研究」プロジェクト
  (2022年度)「ネクスト『深山大沢』
  プロジェクト─良心の概念拡張と
  新たな実践」

多様化するアメリカと
合衆国最高裁判所
檜垣伸次 他著  成文堂  6,050円

日本政治の第一歩 新版
岡野八代 他著  有斐閣  2,200円

沖縄の引き延ばされた占領
新井京 著  有斐閣  7,700円

情報倫理 改訂3版
原田隆史 佐藤翔 他著  
技術評論社  1,628円

実務と理論の架橋
松原久利 川崎友巳 十河太朗
洲見光男 他著  成文堂  26,400円

ソーシャルワーク論 Ⅰ 
基盤と専門職
小野セレスタ摩耶 他著
法律文化社  2,860円

海のグローバル・サーキュレーション
肥後本芳男 他編著
関西学院大学出版会  4,950円

現代日本の紛争過程と
司法政策
木下麻奈子 他著
東京大学出版会  16,500円

考えを深めるための教育課程
奥野浩之 他編著  本多千明 他著  
ミネルヴァ書房  2,640円

これから学ぶスポーツ心理学 
三訂版
石倉忠夫 他著  大修館書店  2,200円

パラリーガルの実務感覚から学ぶ
民事訴訟・執行・保全
川嶋四郎 監修  日本評論社  3,190円

内藤湖南研究の最前線
村田雄二郎  錢鷗 他著  
関西大学出版部  5,170円

核共有の現実   
倉科一希 他著  信山社出版  4,620円

知の統合は可能か
渡辺政隆 他著  
時事通信出版局  3,080円

NATO(北大西洋条約機構)を
知るための71章
穐山洋子 月村太郎 他著
明石書店  2,200円

二つの大戦と帝国主義 Ⅱ
石井香江 他著  岩波書店  3,520円

伝送線路論
出口博之 著  数理工学社  2,365円

社会福祉学習双書 2023 第8巻
地域福祉と包括的支援体制
永田祐 野村裕美 他著  
全国社会福祉協議会  3,080円

社会福祉学習双書 2023 第9巻 
ソーシャルワークの基盤と専門職
空閑浩人 他編著
全国社会福祉協議会  2,420円

社会福祉学習双書 2023 第10巻
ソーシャルワークの理論と方法
空閑浩人 他編
全国社会福祉協議会  2,860円

激動する世界経済と
中小企業の新動態
関智宏 他著  御茶の水書房  4,620円

動物という隣人
鬼頭葉子 著  新教出版社  5,995円

抄物の言語と資料
山本佐和子 著  くろしお出版  7,480円

応用基礎としての
データサイエンス
宿久洋 他著  講談社  2,860円

ロボット工学ハンドブック 第3版
佐藤健哉 他著  コロナ社  41,800円

科学コミュニケーション論の展開
渡辺政隆 他著  
東京大学出版会  3,960円

『挙白集』評釈 和文篇
大山和哉 他編著  和泉書院  16,500円

知財とパブリック・ドメイン 第3巻 
不正競争防止法・商標法篇
山根崇邦 他著  勁草書房  4,950円　

日本の政治過程 
選挙・政党・利益団体研究編
森裕城 著  木鐸社  3,300円　

アメリカ研究の現在地 
肥後本芳男 他編著  倉科一希 他著
彩流社  3,850円　
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堀
：
勝
手
な
が
ら
、難
な
く
お
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
。努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
って
こ
そ
の
中
谷
さ
ん
な
ん
で
す
ね
。

中
谷
：
本
当
に
、色
ん
な
反
省
の
上
に
12
年
が
あ
る
な
ぁ
、と
思
い
ま
す
。

何
か
に
熱
中
す
る
学
生
時
代
を

き
っ
と
そ
れ
が
あ
な
た
の
強
み
に
な
る

中
谷
：
堀
さ
ん
は
、こ
の
冬
か
ら
採
用
試
験
を
受
け
始
め
る
ん
で
す
か
？

堀
：
は
い
。中
谷
さ
ん
は
採
用
試
験
に
備
え
て
ど
ん
な
準
備
を
さ
れ

ま
し
た
か
？

中
谷
：
そ
れ
が
、ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
く
て・・・。学
生
時
代
は
、と
に

か
く
英
語
と
ピ
ア
ノ
漬
け
の
毎
日
で
し
た
。英
語
は
幼
少
期
に
3
年
間

ハ
ワ
イ
に
住
ん
で
い
て
、そ
の
時
に
培
っ
た
も
の
を
さ
ら
に
生
か
し
た
い
と

思
っ
て
英
文
学
科
で
学
ん
で
。ピ
ア
ノ
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
し
た
り
、

ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
に
も
入
っ
て
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
寒
梅
館
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
た
り
。あ
そ
こ
、レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
で
素
敵
で
す
よ
ね
。

堀
：
私
、新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
な
の
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
度
行
っ
て

み
ま
す
！

中
谷
：
あ
れ
？

で
も
寒
梅
館
っ
て
、新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
す
ぐ
手
前

だ
よ
？
カ
フェ
が
入
って
い
る
の
。

堀
：
あ
あ
、ア
マ
ー
ク
！
行
っ
た
こ

と
あ
り
ま
す
！

中
谷
：
あ
の
建
物
が
、寒
梅
館

（
笑
）。

堀
：
あ
あ・・・！

（一同
笑
）

中
谷
：
だ
か
ら
採
用
試
験
に
向
け

て
は
、読
売
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
後
、3
ヶ
月
間

ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
だ
け
で
な
く

捉
え
方
を
、一
例
を
挙
げ
て
提
示
す
る

堀
：
私
は
テ
レ
ビ
業
界
を
志
望
し
て
い
る
の
で
、今
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
！

中
谷
：
堀
さ
ん
も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
て
い
る
ん
で
す
か
？

堀
：
ア
ナ
ウ
ン
ス
職
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、番
組
制
作
に
関
わ
る
仕
事

堀
：
私
も
入
学
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
同
志
社
大
学
の
こ
と
を

伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、生
放
送
で
ニュ
ー
ス
に
自
分
の
言
葉
を

添
え
て
伝
え
る
な
ん
て・・・想
像
で
き
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す
。

中
谷
：
取
材
さ
せ
て
頂
い
た
方
や
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
、解
説
委
員
、記
者

達・・・全
員
の
思
い
を
受
け
て
紡
ぎ
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
言
葉
で
す

し
ね
。難
し
い
分
、そ
こ
に
少
し
ず
つ
自
分
の「
カ
ラ
ー
」が
に
じ
み
出
る

気
が
し
て
い
ま
す
。

堀
：
中
谷
さ
ん
の「
カ
ラ
ー
」で
す
か
。

中
谷
：
も
ち
ろ
ん
勉
強
し
て
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
大
切
な
ん
で

す
が
、私
は
、一人
の
人
間
と
し
て
感
じ
る
素
朴
な
疑
問
も
大
事
に
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
皆
さ
ん
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
て
、一例

と
し
て
の
視
点・視
座
を
視
聴
者
の
皆
さ
ん
に
提
示
す
る
、と
い
う
の

が
私
の
伝
え
方
で
す
。

堀
：
先
ほ
ど
、「
t
e
n.
」で
は
初
の
女
性
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
と

い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。未
だ
に
男
性
従
事
者
の
割
合
が
高
い
と

い
わ
れ
る
テ
レ
ビ
業
界
で
す
が
、女
性
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

中
谷
：
今
年
、女
性
目
線
の
防
災
に
関
す
る
企
画
を
提
案
し
て
、取
材

し
て
放
送
に
も
至
っ
た
ん
で
す

が・・・防
災
担
当
の
部
署
に
女
性
が

い
な
い
自
治
体
が
、全
国
で
ま
だ
6

割
も
あ
る
ん
で
す
ね
。男
女
共
同

参
画
の
意
識
は
浸
透
し
た
、と
い
わ

れ
る一方
で
、実
態
が
伴
っ
て
い
な
い

こ
と
を
す
ご
く
実
感
し
ま
し
た
。

性
別
の
垣
根
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、そ
う
いっ
た
課
題
も
女
性
が
発

信
す
る
こ
と
で
よ
り
伝
わ
る
こ
と

も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。こ
れ
か
ら

キ
ャ
ス
タ
ー
は
私
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、会
社
と
し
て
も
新
し
い
挑
戦

で
し
た
。

堀
：
そ
れ
ま
で
も「
t
e
n.
」で
は
サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
を
担
当
さ
れ
て
い

ま
し
た
よ
ね
。ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

中
谷
：一番
大
き
い
の
は
ニュ
ー
ス
の
伝
え
方
で
す
。サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
は

基
本
的
に
、原
稿
を
読
む
、と
い
う
ニュ
ー
ス
の
伝
え
方
を
し
ま
す
。で
も

メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、ニュ
ー
ス
に
つ
い
て
見
て

聞
い
て
感
じ
た
こ
と
を
、自
分
な
り
の
コ
メ
ン
ト
に
集
約
し
て
締
め
る
役

目
も
担
って
い
る
ん
で
す
。責
任
の
大
き
さ
が
変
わっ
た
と
感
じ
ま
す
ね
。

堀
：
読
売
テ
レ
ビ
に
入
社
さ
れ
て
12
年
と
い
う
こ
と
で
す
が
、こ
れ
ま

で
で一番
印
象
深
い
出
来
事
は
何
で
す
か
？

中
谷
：
山
ほ
ど
あ
って
、ど
れ
を
あ
げ
た
ら
い
い
の
か（
笑
）。で
も
やっ
ぱ

り一番
の
転
機
は
、2
0
1
7
年
に「
か
ん
さ
い
情
報
ネ
ッ
ト
t
e
n.
」

の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
に
就
任
し
た
こ
と
で
す
ね
。記
者
を
は
じ
め
携
わ

る
み
ん
な
が
人
生
を
懸
け
て
仕
事
を
し
て
い
る
報
道
番
組
を
背
負
う

覚
悟
が
問
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
t
e
n.
」で
女
性
の
メ
イ
ン

が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。中
谷
さ
ん
は
、何
社
く
ら
い
テ
レ
ビ
局
の

採
用
試
験
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

中
谷
：
読
売
テ
レ
ビ
し
か
受
け
て
い
な
い
ん
で
す
。そ
も
そ
も
私
が

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、高
校
時
代
に
読
売
テ
レ
ビ

の
報
道
番
組
で
メ
イ
ン
M
C
だ
っ
た
横
須
賀
ゆ
き
の
さ
ん
を
見
て
、

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
っ
て
素
敵
な
仕
事
だ
な
」と
思
っ
た
こ
と
な
ん
で
す

ね
。だ
か
ら
、読
売
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
た
い
、と
思
って
。

「
か
ん
さ
い
情
報
ネ
ッ
ト
t
e
n.
」に
か
け
る
思
い
を
直
接

お
聞
き
し
、メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
る
上
で
の
覚
悟
の

大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。伝
わ
り
や
す
く
言
葉
を
言
い
換
え

た
り
、誤
解
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
言
葉
を
扱
っ
た
り
す
る

こ
と
は
、非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。画
面
越
し
で
は
気
付

け
な
か
っ
た
テ
レ
ビ
の
仕
事
の
大
変
さ
に
気
付
き
、ま
た
影
響

力
の
大
き
さ
を
再
認
識
す
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

中
谷
さ
ん
の
よ
う
に
、私
も
夢
を
叶
え
た
い
で
す
。

取
材
を
終
え
て

堀
琴
葉
さ
ん

Interview
er 

も
女
性
な
ら
で
は
の
悩
み
や
表
に
出
な
い
葛
藤
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、取
材・発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

堀
：
と
て
も
興
味
深
い
で
す
。私
も
、自
分
の
目
線
を
大
事
に
し
て

人
や
社
会
を
変
え
る
テ
レ
ビ
番
組
を
作
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

失
敗
に
自
ら
気
付
き
、糧
に
す
る

良
い
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
構
築
す
る

堀
：
テ
レ
ビ
局
で
の
裏
話
な
ど
も
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が・・・失
敗
談

を
聞
い
て
も
い
い
で
す
か
？

中
谷
：
失
敗
は
、いっ
ぱ
い
あ
り
ま
す
よ
ね・・・（
笑
）。今
で
も
夢
に
見
る

ん
で
す
け
ど
、サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
時
代
、ニュ
ー
ス
を
読
ん
で
い
た
ら
次
の

原
稿
が
な
い
、っ
て
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。ど
こ
か
に
紛
れ
て
し
ま
っ
た

の
か
、4
枚
目
が
な
い
。文
章
の
途
中
で
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
ら
、も
う
次

の
ニュ
ー
ス
で「
あ
れ
？
」み
た
い
な（
笑
）。

堀
：
そ
れ
は
生
放
送
で
す
か
？

中
谷
：「
t
e
n.
」の
生
放
送
で
す
。フ
ロ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
が
持
って
い
た

原
稿
を
差
し
込
ん
で
く
れ
て
、何
と
か
繋
ぎ
ま
し
た
ね
。あ
と
、パ
ネ
リ

ス
ト
の
方
か
ら
発
言
を
引
き
出
し
て
、時
に
は
わ
か
り
や
す
く
言
い
換
え

た
り
、フ
ォロ
ー
し
た
り
す
る
の
も
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
の
役
割
な
ん
で
す

が
、う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
な
ぁ
と
反
省
し
た
り
。で
も
モ
ヤ
モ
ヤ
す

る
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
に
毎
回
放
送
を
見
返
し
て
、言
葉一つ
、接
続

詞一つ
で
も
、よ
り
伝
わ
る
表
現
を
考
え
て
、次
に
生
か
す
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

入社以来、報道番組を中心に第一線で活躍。さま
ざまな現場に足を運び、取材、中継に臨み女性キャ
スターとしてのキャリアを築きながら、番組を支える
「顔」として、日々 新鮮なニュースを届けている。

ア
ナ
ウ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
く
ら
い
で
す
ね
。で
も
身
に
付
け
た

英
語
力
は
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
面
接
で
自
分
の
P
R
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
入
社
後
も
海
外
取
材
で
力
が
生
か
せ
て
い
る
の

で
、大
学
で
英
語
を
が
ん
ばって
良
か
っ
た
な
、と
思
い
ま
す
。

堀
：
今
の
お
話
を
聞
い
て
、就
職
先
で
生
か
し
た
い
自
分
の
強
み
と
は

何
か
、考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
谷
：
も
う
、ぜ
ひ
学
生
生
活
を
謳
歌
し
て
く
だ
さ
い
。学
生
な
ら
で
は

の
時
間
の
使
い
方
と
い
う
か
、私
も
行
き
た
い
海
外
に
時
間
を
か
け
て

行
っ
た
り
し
ま
し
た
し
、サ
ー
ク
ル
活
動
で
も
何
で
も
い
い
。一つ
極
め
て
、

自
分
で
自
信
を
持
っ
て「
こ
れ
を
頑
張
っ
た
！
」っ
て
言
え
る
も
の
を

作
れ
ば
、そ
れ
が
自
然
に
強
み
に
な
って
い
く
と
思
い
ま
す
。採
用
試
験
、

が
ん
ばって
く
だ
さ
い
ね
！

堀
：
は
い
！
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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堀
：
勝
手
な
が
ら
、難
な
く
お
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
。努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
って
こ
そ
の
中
谷
さ
ん
な
ん
で
す
ね
。

中
谷
：
本
当
に
、色
ん
な
反
省
の
上
に
12
年
が
あ
る
な
ぁ
、と
思
い
ま
す
。

何
か
に
熱
中
す
る
学
生
時
代
を

き
っ
と
そ
れ
が
あ
な
た
の
強
み
に
な
る

中
谷
：
堀
さ
ん
は
、こ
の
冬
か
ら
採
用
試
験
を
受
け
始
め
る
ん
で
す
か
？

堀
：
は
い
。中
谷
さ
ん
は
採
用
試
験
に
備
え
て
ど
ん
な
準
備
を
さ
れ

ま
し
た
か
？

中
谷
：
そ
れ
が
、ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
く
て・・・。学
生
時
代
は
、と
に

か
く
英
語
と
ピ
ア
ノ
漬
け
の
毎
日
で
し
た
。英
語
は
幼
少
期
に
3
年
間

ハ
ワ
イ
に
住
ん
で
い
て
、そ
の
時
に
培
っ
た
も
の
を
さ
ら
に
生
か
し
た
い
と

思
っ
て
英
文
学
科
で
学
ん
で
。ピ
ア
ノ
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
し
た
り
、

ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
に
も
入
っ
て
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
寒
梅
館
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
た
り
。あ
そ
こ
、レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
で
素
敵
で
す
よ
ね
。

堀
：
私
、新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
な
の
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
度
行
っ
て

み
ま
す
！

中
谷
：
あ
れ
？

で
も
寒
梅
館
っ
て
、新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
す
ぐ
手
前

だ
よ
？
カ
フェ
が
入
って
い
る
の
。

堀
：
あ
あ
、ア
マ
ー
ク
！
行
っ
た
こ

と
あ
り
ま
す
！

中
谷
：
あ
の
建
物
が
、寒
梅
館

（
笑
）。

堀
：
あ
あ・・・！

（一同
笑
）

中
谷
：
だ
か
ら
採
用
試
験
に
向
け

て
は
、読
売
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
後
、3
ヶ
月
間

ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
だ
け
で
な
く

捉
え
方
を
、一
例
を
挙
げ
て
提
示
す
る

堀
：
私
は
テ
レ
ビ
業
界
を
志
望
し
て
い
る
の
で
、今
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
！

中
谷
：
堀
さ
ん
も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
て
い
る
ん
で
す
か
？

堀
：
ア
ナ
ウ
ン
ス
職
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、番
組
制
作
に
関
わ
る
仕
事

堀
：
私
も
入
学
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
同
志
社
大
学
の
こ
と
を

伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、生
放
送
で
ニュ
ー
ス
に
自
分
の
言
葉
を

添
え
て
伝
え
る
な
ん
て・・・想
像
で
き
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す
。

中
谷
：
取
材
さ
せ
て
頂
い
た
方
や
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
、解
説
委
員
、記
者

達・・・全
員
の
思
い
を
受
け
て
紡
ぎ
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
言
葉
で
す

し
ね
。難
し
い
分
、そ
こ
に
少
し
ず
つ
自
分
の「
カ
ラ
ー
」が
に
じ
み
出
る

気
が
し
て
い
ま
す
。

堀
：
中
谷
さ
ん
の「
カ
ラ
ー
」で
す
か
。

中
谷
：
も
ち
ろ
ん
勉
強
し
て
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
大
切
な
ん
で

す
が
、私
は
、一人
の
人
間
と
し
て
感
じ
る
素
朴
な
疑
問
も
大
事
に
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
皆
さ
ん
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
て
、一例

と
し
て
の
視
点・視
座
を
視
聴
者
の
皆
さ
ん
に
提
示
す
る
、と
い
う
の

が
私
の
伝
え
方
で
す
。

堀
：
先
ほ
ど
、「
t
e
n.
」で
は
初
の
女
性
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
と

い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。未
だ
に
男
性
従
事
者
の
割
合
が
高
い
と

い
わ
れ
る
テ
レ
ビ
業
界
で
す
が
、女
性
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

中
谷
：
今
年
、女
性
目
線
の
防
災
に
関
す
る
企
画
を
提
案
し
て
、取
材

し
て
放
送
に
も
至
っ
た
ん
で
す

が・・・防
災
担
当
の
部
署
に
女
性
が

い
な
い
自
治
体
が
、全
国
で
ま
だ
6

割
も
あ
る
ん
で
す
ね
。男
女
共
同

参
画
の
意
識
は
浸
透
し
た
、と
い
わ

れ
る一方
で
、実
態
が
伴
っ
て
い
な
い

こ
と
を
す
ご
く
実
感
し
ま
し
た
。

性
別
の
垣
根
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、そ
う
いっ
た
課
題
も
女
性
が
発

信
す
る
こ
と
で
よ
り
伝
わ
る
こ
と

も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。こ
れ
か
ら

キ
ャ
ス
タ
ー
は
私
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、会
社
と
し
て
も
新
し
い
挑
戦

で
し
た
。

堀
：
そ
れ
ま
で
も「
t
e
n.
」で
は
サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
を
担
当
さ
れ
て
い

ま
し
た
よ
ね
。ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

中
谷
：一番
大
き
い
の
は
ニュ
ー
ス
の
伝
え
方
で
す
。サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
は

基
本
的
に
、原
稿
を
読
む
、と
い
う
ニュ
ー
ス
の
伝
え
方
を
し
ま
す
。で
も

メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、ニュ
ー
ス
に
つ
い
て
見
て

聞
い
て
感
じ
た
こ
と
を
、自
分
な
り
の
コ
メ
ン
ト
に
集
約
し
て
締
め
る
役

目
も
担
って
い
る
ん
で
す
。責
任
の
大
き
さ
が
変
わっ
た
と
感
じ
ま
す
ね
。

堀
：
読
売
テ
レ
ビ
に
入
社
さ
れ
て
12
年
と
い
う
こ
と
で
す
が
、こ
れ
ま

で
で一番
印
象
深
い
出
来
事
は
何
で
す
か
？

中
谷
：
山
ほ
ど
あ
って
、ど
れ
を
あ
げ
た
ら
い
い
の
か（
笑
）。で
も
やっ
ぱ

り一番
の
転
機
は
、2
0
1
7
年
に「
か
ん
さ
い
情
報
ネ
ッ
ト
t
e
n.
」

の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
に
就
任
し
た
こ
と
で
す
ね
。記
者
を
は
じ
め
携
わ

る
み
ん
な
が
人
生
を
懸
け
て
仕
事
を
し
て
い
る
報
道
番
組
を
背
負
う

覚
悟
が
問
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
t
e
n.
」で
女
性
の
メ
イ
ン

が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。中
谷
さ
ん
は
、何
社
く
ら
い
テ
レ
ビ
局
の

採
用
試
験
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

中
谷
：
読
売
テ
レ
ビ
し
か
受
け
て
い
な
い
ん
で
す
。そ
も
そ
も
私
が

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、高
校
時
代
に
読
売
テ
レ
ビ

の
報
道
番
組
で
メ
イ
ン
M
C
だ
っ
た
横
須
賀
ゆ
き
の
さ
ん
を
見
て
、

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
っ
て
素
敵
な
仕
事
だ
な
」と
思
っ
た
こ
と
な
ん
で
す

ね
。だ
か
ら
、読
売
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
た
い
、と
思
って
。

「
か
ん
さ
い
情
報
ネ
ッ
ト
t
e
n.
」に
か
け
る
思
い
を
直
接

お
聞
き
し
、メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
る
上
で
の
覚
悟
の

大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。伝
わ
り
や
す
く
言
葉
を
言
い
換
え

た
り
、誤
解
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
言
葉
を
扱
っ
た
り
す
る

こ
と
は
、非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。画
面
越
し
で
は
気
付

け
な
か
っ
た
テ
レ
ビ
の
仕
事
の
大
変
さ
に
気
付
き
、ま
た
影
響

力
の
大
き
さ
を
再
認
識
す
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

中
谷
さ
ん
の
よ
う
に
、私
も
夢
を
叶
え
た
い
で
す
。

取
材
を
終
え
て

堀
琴
葉
さ
ん

Interview
er 

も
女
性
な
ら
で
は
の
悩
み
や
表
に
出
な
い
葛
藤
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、取
材・発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

堀
：
と
て
も
興
味
深
い
で
す
。私
も
、自
分
の
目
線
を
大
事
に
し
て

人
や
社
会
を
変
え
る
テ
レ
ビ
番
組
を
作
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

失
敗
に
自
ら
気
付
き
、糧
に
す
る

良
い
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
構
築
す
る

堀
：
テ
レ
ビ
局
で
の
裏
話
な
ど
も
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が・・・失
敗
談

を
聞
い
て
も
い
い
で
す
か
？

中
谷
：
失
敗
は
、いっ
ぱ
い
あ
り
ま
す
よ
ね・・・（
笑
）。今
で
も
夢
に
見
る

ん
で
す
け
ど
、サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
時
代
、ニュ
ー
ス
を
読
ん
で
い
た
ら
次
の

原
稿
が
な
い
、っ
て
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。ど
こ
か
に
紛
れ
て
し
ま
っ
た

の
か
、4
枚
目
が
な
い
。文
章
の
途
中
で
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
ら
、も
う
次

の
ニュ
ー
ス
で「
あ
れ
？
」み
た
い
な（
笑
）。

堀
：
そ
れ
は
生
放
送
で
す
か
？

中
谷
：「
t
e
n.
」の
生
放
送
で
す
。フ
ロ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
が
持
って
い
た

原
稿
を
差
し
込
ん
で
く
れ
て
、何
と
か
繋
ぎ
ま
し
た
ね
。あ
と
、パ
ネ
リ

ス
ト
の
方
か
ら
発
言
を
引
き
出
し
て
、時
に
は
わ
か
り
や
す
く
言
い
換
え

た
り
、フ
ォロ
ー
し
た
り
す
る
の
も
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
の
役
割
な
ん
で
す

が
、う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
な
ぁ
と
反
省
し
た
り
。で
も
モ
ヤ
モ
ヤ
す

る
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
に
毎
回
放
送
を
見
返
し
て
、言
葉一つ
、接
続

詞一つ
で
も
、よ
り
伝
わ
る
表
現
を
考
え
て
、次
に
生
か
す
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

入社以来、報道番組を中心に第一線で活躍。さま
ざまな現場に足を運び、取材、中継に臨み女性キャ
スターとしてのキャリアを築きながら、番組を支える
「顔」として、日々 新鮮なニュースを届けている。

ア
ナ
ウ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
く
ら
い
で
す
ね
。で
も
身
に
付
け
た

英
語
力
は
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
面
接
で
自
分
の
P
R
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
入
社
後
も
海
外
取
材
で
力
が
生
か
せ
て
い
る
の

で
、大
学
で
英
語
を
が
ん
ばって
良
か
っ
た
な
、と
思
い
ま
す
。

堀
：
今
の
お
話
を
聞
い
て
、就
職
先
で
生
か
し
た
い
自
分
の
強
み
と
は

何
か
、考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
谷
：
も
う
、ぜ
ひ
学
生
生
活
を
謳
歌
し
て
く
だ
さ
い
。学
生
な
ら
で
は

の
時
間
の
使
い
方
と
い
う
か
、私
も
行
き
た
い
海
外
に
時
間
を
か
け
て

行
っ
た
り
し
ま
し
た
し
、サ
ー
ク
ル
活
動
で
も
何
で
も
い
い
。一つ
極
め
て
、

自
分
で
自
信
を
持
っ
て「
こ
れ
を
頑
張
っ
た
！
」っ
て
言
え
る
も
の
を

作
れ
ば
、そ
れ
が
自
然
に
強
み
に
な
って
い
く
と
思
い
ま
す
。採
用
試
験
、

が
ん
ばって
く
だ
さ
い
ね
！

堀
：
は
い
！
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

23｜同志社大学通信 22



〈
 ワ
ン
パ
ー
パ
ス
 〉 同
志
社
大
学
通
信
 210号

 
TEL : 075-251-3120　

FAX : 075-251-3080
E-m
ail : ji-koho@

m
ail.doshisha.ac.jp

2023年
7月
1日（
4・7・11月

年
3回
）発
行
　
〒
602-8580　

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入

発
行
　
同
志
社
大
学
　
広
報
部
広
報
課

憧れの高橋大輔さん（左）と記念撮影。その
背中を追いかけ、森口さんは成長してきた

M
y
Pu
r
p
o
s
e

挑
戦
す
る
人

京都府出身。高橋大輔さ
んの活躍を見て、小学3年
生でフィギュアスケートを
開始。高さを活かした豪快
なジャンプが得意で、体の
強さはペアでも発揮され
る。現在の目標はペアで
の五輪出場。

森口 澄士さん
商学部商学科
4年次生

すみただもりぐち

あ
く
な
き
探
究
心
で

二
刀
流
の
道
を
選
択
。

困
難
を
喜
び
の
糧
に

ま
だ
見
ぬ
景
色
を
求
め

　
　
　
　
誰
も
や
ら
な
い
挑
戦
を

Portraits
of challengers

インタビュー動画も
チェック

野
一
希
選
手
か
ら
の
勧
誘
が
直
接
の
理

由
だ
が
、生
ま
れ
育
っ
た
地
で
小
中
高
、

そ
し
て
大
学
と
学
び
続
け
ら
れ
る
こ
と

も
大
き
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
商
学
部

で
は
ス
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
の
選
手
寿
命

を
考
え
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

て
思
索
を
深
め
る
毎
日
。
自
身
を
客
観

的
に
と
ら
え
る
視
点
を
持
つ
森
口
さ
ん

だ
が
、
目
下
の
夢
を
問
う
と
や
は
り
ア

ス
リ
ー
ト
ら
し
く
「
2
0
2
6
年
の
ミ

ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
ダ
ン
ペ
ッ
ツ
ォ
冬

季
五
輪
へ
の
出
場
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
た
。そ
こ
で
の
成
績
こ
そ
が
、

自
ら
を
育
て
て
く
れ
た
京
都
と
い
う
街

へ
の
何
よ
り
の
恩
返
し
に
な
る
。
1
日

た
り
と
も
無
駄
に
で
き
な
い
研
鑽
の

日
々
は
、
ま
だ
ま
だ
続
く
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
。

は
あ
え
て
険
し
い
道
を
歩
む
の
か
。「
大

き
い
リ
ン
ク
を
ぜ
い
た
く
に
使
え
る
シ

ン
グ
ル
、
2
人
で
滑
る
難
し
さ
を
乗

り
越
え
て
唯
一
無
二
の
世
界
観
を
築

き
上
げ
る
ペ
ア
、
そ
れ
ぞ
れ
に
し
か

な
い
魅
力
が
あ
る
。
両
方
を
知
っ
て

初
め
て
で
き
る
表
現
、
相
乗
効
果
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
」。
そ
う
語
る
目

は
、
清
々
し
い
ま
で
の
充
実
感
に
満

ち
て
い
る
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
日
本
選
手
権
で

は
、
村
上
遥
奈
選
手
と
の
ペ
ア
で
念
願

の
優
勝
。
当
初
の
目
標
通
り
に
ノ
ー
ミ

ス
で
演
技
を
終
え
る
と
、
人
目
も
は
ば

か
ら
ず
に
涙
し
た
。「
本
番
直
前
は
自

信
と
不
安
と
緊
張
が
入
り
混
じ
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
先
生
や
家
族
が
『
あ

れ
だ
け
練
習
し
た
の
だ
か
ら
絶
対
で
き

る
』
と
。
支
え
て
く
れ
た
人
に
も
努
力

が
無
駄
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
で

き
て
、
自
然
と
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し

た
」。
二
刀
流
の
ど
ち
ら
も
お
ろ
そ
か

に
せ
ず
、
一
途
に
努
力
を
重
ね
た
先
に

見
え
た
景
色
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
選
手

を
し
て
も
決
し
て
見
ら
れ
な
い
も
の

だ
っ
た
は
ず
だ
。

地
元
愛
も
強
い
。
同
志
社
大
学
へ
の

入
学
を
決
め
た
の
は
、
か
ね
て
交
流
の

あ
っ
た
O
B
の
笹
原
景
一
朗
選
手
、
友

る
選
手
で
も
ど
ち
ら
か
一
本
に
注
力
す

る
の
が
フ
ィ
ギ
ュ
ア
界
の
常
識
。
も
ち

ろ
ん
、
セ
オ
リ
ー
通
り
の
選
択
を
下
し

た
と
こ
ろ
で
厳
し
い
鍛
錬
を
避
け
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
へ
学
業
や
ア

ル
バ
イ
ト
も
加
え
れ
ば
「
四
刀
流
」
と

の
形
容
も
可
能
だ
が
、
な
ぜ
森
口
さ
ん

シ
ン
グ
ル
と
ペ
ア
の
二
刀
流
で
自
ら
の

表
現
を
突
き
詰
め
る
。
個
と
し
て
の
高

い
芸
術
性
が
求
め
ら
れ
る
シ
ン
グ
ル
、

カ
ッ
プ
ル
を
組
む
女
子
選
手
を
持
ち
上

げ
る
に
足
る
強
靱
な
フ
ィ
ジ
カ
ル
が
必

要
な
ペ
ア
と
で
は
、
競
技
の
性
格
が
大

き
く
異
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
能
力
の
あ

極
め
て
異
例
の
挑
戦
だ
。
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
部
の
森
口
澄
士
さ
ん
は
、

島田 和幸さん
しま だ  　 か ず ゆ き

株式会社ファンケル
代表取締役社長 執行役員 CEO

【同志社人訪問】 読売テレビアナウンサー 中谷 しのぶさんに聞く

同志社よ、その名は一つの目的を意味する

Vol.2102023  Summer

巻頭企画［リーダーに訊く］

AI
が
開
く
未
来
の
扉

技
術
の
進
歩
が
も
た
ら
す
、
無
限
の
可
能
性
に
立
ち
向
か
う
。
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